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はじめに

 私 たち重松研究会は直接法によって、外国人 に日本語を教えることを研究 してきた。直

接法 とは学習者の母語や英語のよ うな媒介語 を使わず に、その習得 目標言語だけで教授す

る言語教育法である。母語を介す る一般的な教授法よ りも身ぶ りやアイ コンタク トを多用

し、学習者 自身の理解や気づきを基に授業が展開するアクティブな言語教育である。

 重松研 は この直接法 を学生同士あるいは実際の留学生に対 して 「模擬授業」を行 うこと

が主な研究だった。 ところが、模 擬授業を行 ってみる と普段な にげな く使 っている日本語

のちょっと した部分が学生に説明できないとい う状況 に何度とな く立たされた。それ は 日

本語独特 の感覚 によるものであ り、ネイティブの我々が意識 して考えた ことがないよ うな

言葉の微妙な差異だった。

 重松研 はこのような 日本語の言葉 の微妙な差異 を考えまとめることを 「意味分析」 と呼

び、 「模擬授業」を補完する意味合 いも含 め、研究会のもう一つのテーマとして活動 してき

た。本書は研究会発足か ら約20年 、歴代の研究生が調査 し、蓄積 されてきたその 「意味分

析」をまとめたものである。

 意味分析は次の手順で行われる事 を原則 とした。① 三省堂新 明解国語辞典で題目の各言

葉の意味 を調べ る。②数多 くの用例 を書 きだ し、代表的な用例 を精選する。③ 用例 を基 に

いくつかの視点に分割 して考察す る。④考察 をまとめ る。⑤ 日本語教育の視点か ら題 目に

対 して、推奨す る教育手順を紹介す る。

 尚、いくつかの題 目に関しては、題 目へのよ り適 当なアプローチあるいは研 究者の都合

上、原則 どお りではないものがあるが、 ご理解頂きたい。

編集長 四元憲太郎
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気持ち ・気分

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

『気持ち』

①何かを見た り、聞いた り、そ こに身を置いた りする ことによってその人が感 じる、快 ・

不快、好き ・嫌いな ど。(ち ょっとした刺激で変わ りやすい)

②(副 詞的に)わずかに感 じられる程度である様子。

『気分 』

①そ の人がその時々に持つ、快 ・不快な どの総合的な心の状態。

② その環境に身をおいている人たちが一斉にかもし出す、一種 の興奮 した精神状態。雰囲

気。

 辞書記載の意味か ら 「気持ち」 はよ り個人的、 「気分」 は個人的な もの も含むが集 団的な

要素 も持っていると思われ る。 また 「気分」はある時点での総合的な心の状態であるの に

対 し、「気持ち」は一瞬一瞬における、またはな にかひ とつの物事 に対する個人の感情であ

る。

■用例分析

1気持ちのみ使える場合1

・他人の気持ちを尊重

・気持ちをこめる

・気持ちが伝わ らない

(・気持 ち右 に寄せる)

医分のみ使える場合1
・気分転換をする

・気分屋

・気分を害された

・お祭 り気分

C方 使える場合1
・気持ちが悪い/気分が悪い

・愉快な気持ち/愉快な気分

・気持ち次第/気 分次第

・気持ちが盛 り上がる/気 分が盛 り上がる
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-考 察

1視点①一時的なニ ュアンスの有無1

 「気持ち」 と 「気分」 の使い分 けのポイ ン トの一つは変化の しやす さの度合であると考

え られる。

 辞書には、「気持ち」の方 に 『ち ょっとした刺激で変わ りやす い』と補足が書かれていた

が、例文や過去 の意味分析 を検証す ると、どうや らちょっ とした刺激で変わ りやすいのは、

気持ちではな く気分のように思われる。それは、「気分屋」 「お祭 り気分」 などの用例か ら

も見て取れ るように、私たちは 「気分」を変化 しやす く一時的である状態 の時に使 うこと

が多い。一方で 「気持 ち」には一時的なニュアンスはない。 「気持ちを込める」 「気持ちを

尊重する」で 「気分」 を使 うことができな いのは、 厂気分」 にある一時的なニュアンスが、

継続的な行為である 「込める」や 「尊重する」にそ ぐわな いか らである。

1視点②語感の差劉

 視点① に関連 して、それぞれの ことばが表わせ る範囲にも違いを見ることができる。

 「気分」の辞書記載の意味には"雰 囲気"を 含んでいる。「町全体がお祭 り気分に包 まれ

ている」 とい う言い方が存在することか らも、「気分」が個人を離れて集団やその場の様子

を表わす ことができるとわかる。 「気分転換 をす る」 「気分 を害 される」は 「気持 ち」 を用

いると 「気持ちを切 り替 える」 「気持ちを傷つけ られ る」などと言 い換えることができる。

しか し 「気持ち」 は 「気分」に比べてよ り個人的なもので あり、心的要因が大き く影響す

るため に、それを"変 える""変 えさせ る"と いう意味の文章 を見た とき、 「気持 ち」 を使

った例文の方によ り深刻な印象 を受けるのである。一方 「気分」のほうでは同 じく心 の状

況が変化するのであるが、比較的軽い、表面的な表現 となる。

■まとめ

心

く

∫()●(XXう
E-一

一●c(x⊃

 ←気分(雰 囲気)

←気分(表面)

←気持ち(奥)

 図のように、「気分」は"雰 囲気"と いう意味も持つ ことか ら、よ り周囲の影響を強 く受

けやすい表面的なものである。「気持ち」は 「気分」の基になっていて、より個人的で心の

深層部にあることか ら継続的に続 くものであると考えられ る。「気持 ち」 と 「気分」は連動

す るが、気持ちが動 くとそれ と共 に気分 も動 くが、気分が変わったか らといって必ず しも

気持ちがそれ と共 に変化す るとは限 らな い。
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■ 日本 語 教 育 の 視 点 か ら

 「気分」 と 「気持ち」は どちらも使用頻度が高いので、初級 学習者でも使 い分けがで き

るよ うになる必要がある。①心の中において 「気分」 と 「気持ち」は表面 とその奥 にある

関係である こと、② 「気分」は個 人を離れ、集団や場所の雰囲気 も表現できること、 を教

え二つの関係 を理解 して もらうのが良い。その上で学習者が表現 したいことが らに合わせ

て適切 に使 い分けができるよう、た くさんの例文を出しなが ら練習 していけばだんだん身

につけ られるのではないか と思 う。

執筆者

赤間千恵子

編集者

庄司由香里
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文明 ・文化

■辞書記載の意味(三 省堂 新明解国語辞典 第六版)

「文明」

農耕 ・牧畜によって生産 した ものをお もな食料 とし、種種 の専門職 に従事する人々が集 ま

って形成する都市を中心に整然と組織された社会 の状態。[通常、狭義の文化[[二精神文化】】

を伴 う。狭義では、そのような社会が、さらに発展 し、特 に技術の水準が著 しく向上 した

状態 を指す。そ うした技術 の体系(所 産)と いう意味で も用い られ、精神文化(の 所産)

と対比される。また、技術面 ・物質面のみが発達 したことを強調す るために、 「技術文明 ・

物質文明」と表現することがある。]

「文化」

その人間集団の構成員に共通の価値観 を反映 した、物心両面にわた る活動の様式(の 総体)。

また、それによって創 り出されたもの。[ただ し、生物的本能 に基づくものは除外す る。狭

義で は、生産活動 と必ず しも直結 しない形で真善美を追及 した り獲得 した知恵 ・知識 を伝

達 した り人の心 に感動を与えた りする高度の精神活動について言 う。 この場合 は、政治 ・

経済 ・軍事 ・技術などの領域 と対比され、その ことを強調す るために 「精神文化」 という

ことがある。また もっ とも広 い用法では、芋を洗って食べた り温泉に入ることを覚 えたサ

ルの群れなど、高等動物 の集団が特定の生活様式を見につけるに至った場合をも含め る。】

■用例分析

1両方使える場合-

文化人/文明人

異文化/異文明

西洋文化/西洋文明

文化発祥の地/文明発祥の地

1文化のみ使える場合1

文化財  文化的な生活を送る

文化生活  文化遺産

文化施設  異文化交流

食文化  文化社会

隣村 とは文化が違う
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1文明のみ使える場合i

文明の利器  文明時代  文明国家

■考察

1視点①物質の 「文明」と精神の 「文化爿

「文明」は端的に言えば技術である。技術は伝達可能な為、たとえ民族や 国が違お うとも

共有す ることができる。一方、 「文化」は民族や社会の風習 ・伝統 ・思考方法 ・価値観な ど

の総称で、精神的なものであ り、民族や国が違 うと価値観は共有 されない。

「文明」は発達するということに重点が置かれていると考え られ る。文明の利器 という言

葉が象徴 しているように、 ものが発達 し社会が豊かにな っていくことを示すか ら、人々の

アイデ ンティティを支えるというより、人類は普遍的な ものを意味 しているのではな いか

と考 えられる。一方、「文化」は、異なるものがあるということを前提 としている。さ らに、

それぞれ の文化 に属することで成立す るアイデンティテ ィを生み出す。それ故、異文化交

流、異文化理解 という言葉が生まれ、 また 自国の文化 を守ろうという考えが生 まれ るのだ

と考え られる。

1視点②地域と時固

 「文明」は歴史的に長いスパ ンで進化を遂 げてある程度の地域的な広が りを持つに至 っ

た ものを言 うが、 「文化」 は生まれて定着するスパ ンが 「文明」よ り短く、また地域 的広が

りも大小ある。

閥点③進歩するかどうか1

 「文明」は物質的なもの、 「文化」は精神的な ものという対比が しっくりくる。「文明」

は技術だか ら、時とともに進歩する。「文化」は変化 こそするが、進歩はしな い。精神的所

産 について進歩 という表現が適当ではな いか らである。

1視点④単語としての使用頻閔

 「文化」 という単語は 日常会話での汎用性が非常に高い。対 して 「文明」 という単語は

歴史的、学術的な内容の会話で使われることが多いが、 日常会話では 「文化」 という単語

に置き換えられて使われているケースもあるように思われる。それは 「文化」が 「文明」

よ りも広い意味を持つからである。原義は視点① のように技術の 「文明」、精神の 「文化」

であるが、いちいち原義 を意識 して使わな いので、 日常的な意味では 「文化」が 「文明」

の意味を少なか らず含 んでいる。
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■ ま とめ

 「文化」は精神的、厂文明」は物質的な側面を表現する ことに特徴がある。

 「文化」は短期的に生 まれ、変化す るが、 「文明」は長期的に育 ち、進歩す る。

 「文化」の方が単語 として、「文明」 よりも使用頻度、範囲が広 い。

■ 日本 語 教 育 の 視 点 か ら

 「文化」と 「文明」という言葉は、日本語の定義上意味わけが非常 に難 しい言葉で ある。

特に 「文化」 という言葉に関 しては使用頻度 も高いため、理解 してお く必要がある。理解

のための手順 としては、「文化は精神的な ものを示し、文明は物質的な ことを示す」 とい う

説明をす る。それか ら2つ の定義について説明をしてい く。

① 技術の文明、精神の文化

② アイデ ンティティーと普遍性

これ らに対する言葉 に具体的な例 を出しなが ら、使い方の説明をして いくことが良いだろ

う。

執筆者

小林惇子

編集者

四元憲太郎
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付 近 ・近 く ・近 所

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

【付近】

(その場所および、その)近 く。あた り。

 「この付近/東 京付近」

([表記] 「附近」 とも書く)

【近 く】

① 近 い所。

 「近 くが火事だ/近 くの家」

② 現時点か ら日時のあまり経過 しないうちに何かが行われる様子。

 「近 く行われ る会議で決 まるだろう/近 く決行する」

【近所】

隣合わせ と言ってもいいくらい、その家(場所)か ら近い所。

 「娘は近所の子 と学校へ/ビ ルが爆破され、近所の建物の窓ガラスが壊れた/

 江戸庶民の生活は多 く長屋 同士 の近所づきあいをもとに営まれて いた/

 自家用車での深夜の帰宅は近所迷惑だ との声もある」

-用 例 分 析

1).ど れでも使 える場合

・家の付近/家 の近 く/家 の近所

・付近のコンビニ/近 くのコンビニ/近 所のコンビニ

ID.ど れか1つ が使えない場合

・α館 はメディアセンターの(付近○/近 く○/近 所 ×)にあ ります。

・トイ レは1階 の出口の(付近○/近 く○/近 所 ×)にあ ります。

皿).ど れか1つ しか使えな い場合

・近 く試験 を行う○/付 近試験を行 う×/近 所試験を行 う×(近くの②の意味で用いるとき)

・近所づきあい、近所迷惑、ご近所さん○

近 くづきあい、近 く迷惑、ご近 くさん×

付近づきあい、付近迷惑、ご付近さん×

(慣用的な用い方をする場合)
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・Q:「A君 はどこにいますか?」

A=「A君 はB先 生の近 くにいます」○

  「A君 はB先 生の付近 にいます」 ×

  「A君 はB先 生の近所 にいます」 ×

■考察

i視点①距離による使い分け1

 「ある場所に近 い所」 の意味で用いる場合 を考えてみる。それぞれでややニュアンスが

異なる。

・駅の付近においしいお店がある。

・駅の近 くにおいしいお店がある。

・駅の近所 においしいお店がある。

 この3つ の文をみてみると、辞書的意味にもあるとお り 【近所 】を用 いる場合、駅のか

な り近い所 に店があるように感 じられ る。 【近 く】を使用する場合 【近所】ほどではな いが

「駅か ら徒歩数分」 といった、歩 いてす ぐな どのイメージが持て るほどの近さに店がある

よ うに感 じられ る。これ らと比べて 【付近】を用いた場合、近 いに して もその範囲が広 い、

あるいは範囲が曖昧なように感 じられる。

1視点②汎用性一

 【付近】や 【近所】は用例分析Hや 皿のよ うに、文脈によっては使 えな い場合がある。

・α館はメディアセ ンターの(付近○/近 く○/近 所 ×)にあ ります。

・トイ レは1階 の出口の(付近○/近 く○/近 所 ×)にあ ります。

 【近所 】は主語 と目的語が別々の母体 に属する建物、あるいは場所であることを条件 と

して用いる。 α館 とメディアセ ンターは同 じ慶応大学湘南藤沢キャンパス という母体 に属

する建物である。 また、 トイ レはその建物の1階 のフロアであるか ら、共通の母体 に属 し

ている。 よって 【近所 】を用いる ことができない。

A:「A君 はB先 生の近くにいます」○

  「A君 はB先 生の付近にいます」 ×

  「A君 はB先 生の近所にいます」 ×

 【近 く】は主語や 目的語を、人や物事、場所 もとることができる。【付近】と 【近所 】は

場所や建造物 しか主語や 目的語にできない。

 以上のように、 【近 く】が最も汎用性が高 く、次に 【付近】が、【近所】は最 も低 い。
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付近

■ ま とめ

・場所の近い所 を指す場合、 【付近】を用 いる場合 にはかな り近 い所 にあ り、 【付近】 を用

 いる場合にはかな り曖昧で広 い範囲の時 に用い られる。

・【近 く】〉 【付近 】〉 【近所】の順 に汎用性が高い。

■ 日本 語 教 育 の 視 点 か ら

 「付近 ・近 く ・近所Jに おいて まず 「近 く」は一番早 い段階で覚 えるものであろう。そ

れ との比較と して 「付近」 と 「近所」 の違 いを どう説明するかが 問題 になるが、 「近所」 は

かな り近い所 にある場合なので比較 しやす いのではないか と思 う。ただ 「付近」 と 「近 く」

の比較 も含めて、「付近」のほ うが範囲が広 く曖昧で あるといった ものの、それ 自体主観的

に判断される ものであるため、また どち らを用 いて も間違 いではないので、そ ういった 区

別があ りどち らを使用 して も間違 いではない ことを示せ ばよい。

執筆者兼編集者

上田智哉
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次 ・今度

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

次 【つぎ】 ①す ぐ後 に続 くこと。(も の ・所)

  例)次 の世代  次に控 える  この次 次か ら次へと続 く

②昔の宿場。宿駅。

  例)五 十三次

今度 【こん ど】 ①何度か行われ る物事 のうち、現在行っている(行 ったばか りの)も の。

 例)今 度に限った ことではない。

② ごく最近行 ったばか りの事を取 り上げて言 うのに用 いられる語。

 例)今 度の大戦

③近い将来に実現 され ると予測され ることを取 り上げて言 う語。

 例)今 度アメリカに行 くことにな りました。

   今度(ニ この次)こ そは しっか りやろう。

■用 例 分 析

「次」のみ使 える場合

 ・ 次か ら次へ と …   /× 今度から今度へ と …

 ・ 次の世代 / ×今度の世代

 ・ 次の 日/ ×今度の 日

 ・ 次の方、 どうぞ。 /× 今度の方、 どうぞ。

 ・ 次の駅 /△ 今度の駅

 ・ この次 は …   /× この今度は …

 ・ 次に控える/ ×今度に控える

 ・ 次の様な例 / ×今度の様な例

 ・ 次の機会 / △×今度の機会

 ・ 社長 の次に偉 い人/ ×社長の今度 に偉 い人

「今度」のみ使 える場合

・ 今度 、 引 っ越 す ことにな りま した。 /× 次 、 引っ越 す こ とにな りま した。
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・ (挨拶で)ま た今度。 / ×また次。

・ 今度に限った ことではない。/× 次 に限 った ことではない。

・ 今度ばか りは我慢の限界だ。/ ×次ばか りは我慢 の限界だ。

・ 今度 こそ本 当にさような ら。/ ×次 こそ本当にさよ うな ら。

両方使える場合

 ・ 次の月曜 日 / 今度の月曜 日

 ・ 次は、米国へ転勤す ることになった。 /今 度は、米国に転勤す ることになった。

 ・ 次の電車/ 今度の電車

 ・ 次は、 フランス語を勉強 したい。/今 度は、フランス語 を勉強 したい。

■考察

[視点①連続性の有無1

 「次 か ら次へ と … 」、 「次 の駅」、 「次 の方 、 どうぞ 。」 の例 文 よ り、 「次」 には、 連 続

して いる もの を、対 象 と して いる こ とが あ る。

 そ れ に対 して 「今 度」 で は、必 ず しも連 続 して い る ものを指 す とは限 らな い。 「今度 、 引

っ越 す ことにな りま した 。」 の例文 で考 えて み る。一 生 の うち に何 回か は引 っ越 す か も しれ

な いが 、定期 的 に 引っ越 しをす る、 とい うの はあ ま り一 般 的で はな い。不 定期 、確 か で は

な い対 象 を指 して 、 「今 度」 を使 う ことがで き る と考 え る。

 また、 「次」 は、 「社 長 の次 に偉 い人」 の様 に、 順序 を表 わ す こ ともでき る。

* 「次」という漢字か ら考える(読 み方は 「つぎ」ではないが)…

 先ほど 「次」の連続性について述べたが、役職で使われる 「次」 という漢字を考えてみても、そのこ

 とが伺えるのではないか。国家機関の府 ・省 ・庁などで、長たる官職の次に位置づけられる役職に、

  "～次官"と いう官職がある。(例:国 務次官、外務次官、財務次官など)

1視点② 「今(ま たはその直後)の 」 という意味山

 「次の電車/今 度の電車」では、現在、 自分がホームで電車を待 っていて、 この言葉 を使

う場合には、「次」 も 「今度」 も同じ意味で使われる。

 しか し、ホームに電車がいる場合に使 うと、 「次」 と 「今度」で異なる意味をもつ ことが

あるのではな いか。 「次」の場合は、前述 の意味 と変わ らない。"次 の電車は急行だ"と 言

うと、今ホームに停車 している電車の次 を指す ことになる。

 だが、同じ状況で、"今 度の電車は急行だ"と 言 うと、今ホームに停車 している電車を指

す場合が ある。 このとき、"(さ っきの電車は各停だったが、)今 度の電車は急行だ"と いう

意味になる。つま り、「今度」が 「今」の意味を含んでいる。

 「今度 ばか りは限界だ」 という例文でも、「今度」が、今(ま たはその直後)の 意味を含
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んでいる。何か我慢な らない物事が起 こっている、または起きた直後に発せ られる言葉だ

と思われる。

1視点③(視 点①② をふ まえた上で)起 点の違 い)1

〈次〉
一一
過去 ⑤ 未来

〈今度〉 一-匚 コ コエコ=Lー →

          ㊥  ⑤  未来
 「次」では、今を起点にして、未来の ことを指す ことが多 い。それ に対 して 「今度」で は、

今を起点として未来を指す場合もあるが、過去を起点に今を指す場合、過去を起点 にして

未来 を指す場合 もあると考 えた。

-ま とめ

次 …  近い将来、行われ る(行 う)こ とを予測 して使われる。

    対象 とな る事柄に連続性が ある。

    順序、順位を表わす ことができる。

今度 …  近い将来、行われる(行 う)こ とを予測 して使われる。

     「今(ま たは、その直後)」 の意味を含む ことがある。

     単 に順番を表わす使い方は しない。

-日 本 語 教 育 の 視 点 か ら

 「次」 と 「今度」の意味は非常に良く似ている。両方 とも、基本的には未来のことを指

している場合が多い。 しか し、「次から次へと … 」な ど、 「次」 にしか使われない言葉

があった り、 「また今度。」の様に、 「今度」 しか当てはま らないものがある。その為、 どち

らか片方 しか使えない場合の提示 をする ことが、必要であると思 う。

 そ の際、 日本語学習者の混乱を防 ぐ為に、「次」 と 「今度」を一緒 に教えて しまうのでは

な く、状況設定を した上で、別 々に分けて教 えていくのが良いのではないか。

 そ の次 の段階として、「今度 ばか りは我慢できない。」の様な 「今(ま たはその直後)」 を

意味するものを教えていくのが良いと考 える。

執筆者 中田芽衣

編集者 庄司由香里
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～(と い う)も の ・～(と い う)こ と

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

もの…… 〔抽象的な存在である〕何 らかの思考や判断の対象 とな るひとまとまりの内容(を

    備 えた物事や事柄)。

    「病気 というものは経験 しなければそのつ らさがわか らない/山登 りほ ど楽 しいも

    のはない/ものには順序がある/政界の腐敗には憤慨がたえない(目に余る)ものがあ

    る/もののはずみで 〔=ちょっとした成行きで〕/ものは相談だが 〔=相談次第でよい

    結果が得 られるが〕/ものは試 しだ、一一つや ってみよう/もの 〔=物事の道理や人情〕

    の分かった人/ものの哀れ/ものを知 らない 〔=基本的な知識や常識 に欠ける〕に も

    ほどが ある/ものの序 〔=事の序〕/もの も言わず 〔=一言 もしゃべ らず〕部屋 を出て

    いった/ものを言 う 〔=a口 をき く。b効 果 を現わす〕/知らな いものは何といわれよ

    うが知 らない/ものにつけ事 に触れて思 い出す」

こと……人間が経験 ・想像する対象 のうちで、時間の推移 と共に変化 して行 くと考 え られ

    るもの。 また、その変化 の過程。

    「こと 〔=事態〕は(きわめて)重大だ/ことの重要性/本当のこと 〔=事実〕は当分伏

    せてお くがいい/大変な こと 〔=事態〕 になった/こと 〔=問題。大変〕だ/ことも有

    ろうに 〔=よりによって〕/こと有 る 〔=何か問題が起 こる〕ごとに/一朝 こと有 る 〔=

   何か大事件が起 きた〕秋/こ と 〔=事柄の性質〕 によっては/僕の言 うこと 〔=事柄〕

    を聞いて くれ/・.・ということ 〔=話〕だ/旅行 のこと 〔=旅行 に関する問題の一切〕は

   任せておけ/ことを決める/…して ことが済む 〔=一切が解決する〕問題ではない/こ

    と 〔=事件〕が起きてか らでは手遅れだに との起 こり/こと 〔=仮にも問題が〕推理

    小説となると、私 は黙ってはい られな い」

■用 例 分 析

例1)

◎ 人生 というものは不思議なものだ。

× 人生 ということは不思議な ものだ。

⇒ 「人生」は名詞。

例2)

× 明 日晴れるというものは、運動会があるということだ。

◎ 明 日晴れるということは、運動会があるということだ。

⇒ 「明 日晴れる」状態を指す。
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例3)

× 私 にとって絵を描 くというものは生きるものと同じ意味を持つ。

◎ 私 にとって絵を描 くということは生きる ことと同じ意味 を持つ。

⇒ 「絵 を描 く」 という動作。

例4)

× それが彼女にとつて重要な意味を持つのだというものを理解する必要がある。

◎ それが彼女にとって重要な意味を持つのだということを理解する必要がある。

⇒ 「重要な意味を持つのだ」 というセ リフ。

「否定 」 と して の 「もの」

例5)

◎ そ うは言 うもの の、私 には ど うしよ う もな い。

× そ うは言 うこ との 、私 には ど うしよ うもな い。

例6)

◎ 昔はよく飲んだものだ。

× 昔はよく飲んだことだ。

⇒ この場合、「言 う」や 「よ く飲 んだ」は動作であるし、時間性の契機 もあるのに、「こと」

を使わず に 「もの」が正 しいのはなぜか。

■考察

1視点①意味論的解釈その11
・というもの  名詞 もしくは修飾語を伴った名詞節を引用する 例:日 本語 というもの

・ということ  述語 を含んだ文章 を引用す る 例:日 本語を教えるとい うこと

 Googleで 「というもの」「ということ」をキーワー ドに検索 してみた ところ、用例の大部

分は仮説を裏付 けるものだったが、 「文章+と いうもの」「名詞+と いうこと」 の組み合わ

せ も無視 できない量が存在 した。

例 α 一度成功すれば次 もうまくいくというものではない。

例 β 絶対 ということではないが推奨されている。

例 γ このウィルスの機能はコンピュータを壊す というものです。
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 以上のような反例は、「もの」 と 「こと」 の使 い分 けが、それが指 し示す ものが名詞であ

るか文章であるか という統語論的な基準ではな く、意味論的な基準か ら行われて いる こと

を示唆 しているように思 える。

・もの=物 ・概 念(一 般 、静 的、 永続 的本 質)  *具 体 ・抽 象 は無 関係

・こと=動 作 ・行 為(特 殊 、動 的 、宣 言 、一時 的状態)

 物や概念を表すのは普通 ひとつの名詞のみである。 しか し、上の例 αのような場合には

一続きの文章が一っの概念 を表 している
。 「一度成功すれば次もうま くいく」 というのは、

私たちの住んでいるこの世界はそのような本質をもって いるのだ という一つの概念を示 し

て いる。

 また、動作や行為は普通、動詞を核 として持つ文章によって示されるが、例 β 「絶対 と

いうこと」は意味的に 「絶対だ ということ」 と同じであ り、 これは 「絶対だ」 とい う宣言

文を引用 していると考えることができる。

 例 γの 「コンピュータを壊す」 は、単に 「このウィルスの機能」 という名詞節に対応 し

て 「もの」となっていると考え られる。

視点②意味論的解釈その2

形式名詞=実 質的な意味を失って形式的に名詞 としての役割を果たすだけになった もの。

 形式名詞がつ くことで動詞や形容動詞、形容詞な どの存在でなく状態を表す言葉が一つ

にくくられる。それでは 「こと」 と 「もの」は実際にどのように使 い分けているのだ ろう

か。

 「こと」は事がつ くとお りある事柄 を表 してお り、前 には動作や状態がつく。事柄の説

明がなされているときには 「こと」が使われる。形のないものが多 い。

 「もの」は物を表 してお り、前には物 の性質 を表す語句がつく。形があるものが多い。

ただ し、 「一度成功 したか らといってもう一度成功す るものではない」の 「もの」がなぜ実

体がないのに可能かというと、 これはある思考過程を一まとめに した ものであ り、ある一

つの概念 として実体 を持たせたよ うな形だか らである。

區点③慣用司

例 α 一度 成功 すれ ば次 も うま くい くとい う もの では な い。

 これ は、授業 中に出され た例 文であるが、この文では 「～ うまくいく」という 『行為 』と思わ

れ る ことばで あるの に 「～ というもの」 を使 って いる ことで議論 にな った もので ある。 「～ とい

うこと」 「～ というもの」の前が完全な一文 とな って いる場合(英 語で例え るな らS+V)且 つ
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「～で はな い」 と最後 に否定す る場合 は、 「もの」 を使 ってい るのではないか。他 の例 を挙 げる

とす ると、「お金 をあげればい いって いうもの じゃな いで しょ」「満点 をとれば いい とい うもので

はな い」 とい う具合で ある。反対 に、前が完全な一文で も、最後 は 「～で ある」 と肯定す る場合

は、「こと」を使わな くて はな らな い。(「走れば走 るほ ど体 力がつ くとい うことだ」等)つ ま り、

 -S+V～ とい うものではな い-

で一つの慣 用句 にな って いるので ある。

また例5、 例6よ り、

そ うは言 うものの、私 には どうしようもない。

  A              B

昔はよ く飲んだ もの(だ)(の 今はさっぱ りだ。)

  A              B

 この時、Aも の(の)Bと いう用法では、 AとBは 正反対の ことを述べている。

 反対 のことを述べ、「しか し」という否定の意味で使 いたいときは、その接続 として 「も

の」を使 う。それがフレーズ として定着 して現在に至っているのではな いか。

■まとめ

i 引用 した事柄について一般的にとりあつかうのな ら 「もの」 を、一定 の条件下に限定

 された特殊な事柄 として とりあつか うのな ら 「こと」を用 いる、というのが ここでの

 結論である。

ii さらに別 の視点か ら考察すると …

     形があるもの → もの

     形がないもの → こと

     例外 → 概念化されているものは実体があるとして ものと見なす。

血 慣用表現 として-s+v～ というものではない1がある。

1V 反対 の こ とを述 べ 、「しか し」とい う否定 の意 味で使 いた い ときは 、そ の接 続 と して 「も

  の」 を使 う。

ー 日本 語 教 育 の視 点か ら

 様々な用法が ある為、絞ってか ら徐々に教えていく必要が ある。最 も頻繁に用い られる

「(名詞)と いうもの」 「(述語)と いうこと」 「(述語 を含む文)と いうこと」がスタ ンダー

ドにな る。形のあるものが 「もの」で形がないものが 「こと」で あるイメージは大切であ

るか ら、まずそのイメージを持って もらうよ うに教えるといいだ ろう。
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楽 しさ ・楽 しみ 、悲 し さ ・悲 しみ

今 回 は 、「楽 しさ ・楽 しみ 、悲 しさ ・悲 しみ」 の意 味分 析 を通 じて、接尾 詞 の 「み」 と 「さ」

の違 い につ いて考 察す る。

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第四版)

【さ(接 尾)】

① 〔形 容 詞 ・形容 動詞 の語 幹な どに添 えて〕

…(の)程 度 ・ …で あ る ことの意 を表 す。 「お もしろ一 ・静 か一 ・金欲 し一 ・に 〔=ほ し

い ・ので(余 りに)〕 や った事 に違 い ない」

② 〔雅 〕 とき.お り.「 帰 る一」

① 方 言 らしい感 じを出す ため に使 う語 。 「お らが国-で 〔=自 分 の国で 〕」

【み(接 尾)】

① 他 のものに比べて一層そ う感 じられる状態であることを表す。 「赤一 ・ありがた一 ・真

 剣-・ 軽一 ・重一」

② そ の状態 を持つ部分であることを表す.「 弱一 ・深ー ・高一」

③ 〔雅〕そ の動作 ・状態が反復 して行われることを表す

④ 〔雅〕それを原因 ・理 由とする ことを表す。

鬮 ①② を 「味」と書 くのは。借字0

【楽 しみ】

② 楽 しむ こと。 「読書の一 〔=お もしろみ〕・老後の一 〔慰 め〕・子供を-に 〔子供の成長

  を大きな 目標 として〕生きる」

③ それを見た り聞いた りな どして楽 しむもの.「読書を毎 日の一 とする ・何かと一が多い」

【分析】

 記載の辞書では、接尾辞 「み」 のつ く名詞形は 「楽 しみ」のみ単独で記載 してお り、他

はすべて動詞 の派生形 として載せている。 「楽 しさ」 「悲 しさ」は共に 「形容詞およびいわ

ゆる形容動詞 に基づ く派生形(P.3)」 として記載されてお り、「悲 しみ」は 「悲 しむ」の名詞

形 としている。

 接尾辞 の 「さ」 と 「み」の辞書記載の意味を比べてみると、両方 とも 「～であること、

その状態」 という意味を持 っているが、「み」は 「さ」 に比べて主観的な要素が強 いことが

わかる。「み」には 「他のものに比べて一層そう感じられる状態」 という定義がな されてお
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り、個人 によって感 じ方は違 うことから、「み」は主観的な要素が強いと言える。

■用 例 分 析

例1)明 日のパーティが楽 しみです。 ×楽 しさ

例2)君 がパーティに来て くれれば、楽 しさ倍増だよ。 ×楽 しみ

例3)深 い悲 しみに包まれ る。 ×悲 しさ

例4)お 会いできるのを楽 しみ にしています。 ×楽 しさ

 これ らの語が、形容詞→動詞→名詞とい う順序で派生 していくという仮定にたって考 え

てみたい。形容詞か ら派生 した名詞のうち、接尾辞 「み」のつ くものがある場合は、必ず

接尾辞 「さ」 もあるが(例=苦 しみ&苦 しさ、弱み&弱 さなど)、逆に 「さ」があるか らと

いって 「み」があるとは限 らない(例:軽 さ○軽み ×、寒さ○寒み ×など)の はなぜ だろ

うか。

楽 しい→楽 しむ→楽 しみ(名 詞)

 ↓

楽 しさ(名 詞)

楽 しみ= 動詞 「たの しむ」の連用形の名詞化

楽 しさ: 形容詞 「たのしい」の語幹に接尾語 「さ」がついた もの

現代の 日本語の形容詞はすべて 「い」で終わ り、「い」をとり、 「さ」 をつければ、形容詞

は名詞化 され るので、語形変化 は1対1対 応にな りやす い。それに対 し、 「～み」 とい う名

詞形が生成されるのに、『～ しい(形 容詞)』 ⇒ 『～ しむ(動 詞)』 ⇒ 『～ しみ(名 詞)』 と

いうように、2段 階のステップを踏 まなければな らないとすると、動詞 『～しむ』をは さ

む分、生成の自由度が制限され るのではな いだろうか。

→派生については付録参照

■考察

C点 ①主観と客観

  【～み】という言葉は主観的な感情を表す事が多く、【～さ】は客観的な事柄を表すことが多い。「楽

  しみ」が 「楽 しむ」という動詞か ら派生したものであるとすれば、「楽しむ」という非常に個人的で主

 観的な言葉だということになる。人それぞれで異なる個人的で主観的な感情を表す時に 「楽しみ」を

 使うと思われる。

 一方 「楽 しさ」 は 、客 観 的な事 柄 を表す 事 が多 い。 自分 の内面 を外 に出 して 、それ を一

般 化 した もの、 つ ま り誰 もが共感 で き るよ うな事柄 につ いて 「楽 しさ」 を使 うので はな い
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だ ろうか。

 よって、「ショッピングの楽 しさ」 について話す時と、「シ ョッピングの楽 しみ」 につい

て話す ときでは話の内容が変わって くる。 「楽 しさ」 について話す時は、 自分がショッピン

グをする時のほかにも、他人が どう楽しんでいるかという事 についても話 さなけれ ばな ら

ない。 しか し、 「楽 しみ」について話す時には自分が どう楽 しんでいるかを話すので、個人

的な体験談を話す ことになる。

「楽 しみ」は形容詞 「楽 しい」が表す実態そのものを指す と考えられ る。つま り 「楽 しみ」

で表 され るものは 「楽 しいことその もの ・内容」であ り、 「弱み」な らば 「弱いことそ のも

の」、「赤み」な ら 「赤 いことそ のもの」である。つま りそ の形容詞 の実態を 「～み」 で表

している。

 主観 と客観 とい う視点か らみると、「～さ」と 「～み」の関係は以下のように考え られ る。

つまり、例3に もあるように、「楽 しみ」 という主観的な視点が集まって、 「楽 しさ」 とい

う大きな集合体を成す のである。 「楽 しさ」の中に 「楽 しみ」が含 まれてお り、 この二つは

包括関係 にあるといえる。

0 楽 しみ

1視点②程度1

 辞 書 の記 載 に もあ る とお り、 「～ さ」 は程度 を表 す。 「楽 しさ」 や 「悲 しさ」 と言 っ た場

合 は 「どの程度 」楽 しいの か、悲 しいの か とい う事 を表 す。 特 に、 「楽 しさ」 ではそ の傾 向

が強 い と言 え る。例 え ばキ ャ ッチ コ ピー 「楽 しさ倍 増、 楽 しさいっ ぱい」 では どの 程度 楽

しい のか を表 して い る。

  「悲しさ」についても、「友を失った悲しさを知る人はやさしくなれる」のように程度を表すものとして用いるこ

  とができるが、例えば、「深い悲しみにくれる」のように 「～み」の方が多く使われる。そこでは 「深い」で 「悲

  しい程度」が表されている。「～さ」は程度を表すことから、「深い悲しさにくれる」とは言えない。

市視点③時間軸

 「～が楽 しみだ」や 「～を楽 しみにす る」は固定された言い方で、上記 の 「～み」 とは

一線 を画すようだ。例えば 「将来が楽 しみだ/将 来を楽 しみにして いる」 というのは、 「晩

酌が楽 しみだ」 の 「楽 しみ」とは違 い、 これか ら来 るべき事柄を待ち望む気持 ちを表す表

現である。 ここでいう 「楽しみ」は、将来につ いて言及するときに使 う。例えば、 「明 日の
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遠足が楽 しみです」や 「お会いできるのを楽 しみにして います」 という文では、将来 につ

いて述べている。 このような固定 された 「楽 しみ」は、将来や未来 といった時間軸 を見る

必要があるだろう。

■ ま と め

  辞書 での定義や用例分析から、接尾辞 「～さ」と 「～み」については、両者とも元になる動詞の 「状態」や 「そ う

  で ある様子」(「楽しい」なら楽しい様子、「悲しい」なら悲しい様子)を 表す事は違いない。その違いについては

   ① 主観 ・客観

   ② 程度

   ③ 固定表現(時 間軸)

  とい う面において違いがあるという事がわかった。これを図で表すと以下のようになる。

み さ

■ 日 本 語 教 育 の 視 点 か ら

  「楽 しみ」という語は出現頻度が高く、日本語学習者にとって早く使えるようにな りたい言葉の一つだと思う。一

  方 、「悲しみ」「楽しさ」「悲しさ」などは 「楽しみ」に比べて出現頻度が低く、初級日本語学習者にとつてさほど

  必要 だとは思えない。よって、固定表現である 「楽 しみ」という言葉を最初に教え、接尾辞 「～さ」と 「～み」の

  違 いについては、中級以上における説明とするべきだろう。固定表現の 「楽しみ」という言葉を教える時には、そ

  れが未来や将来について話す時に使 う事を教える必要がある。中級レベル以上では、接尾辞 「～さ」と 「～み」の

  主観 ・客観の違いや、「～さ」が程度表現となることを導入する必要があると思われる。

■付録:幽 墜

〈識鍛〉

楽 しい→楽 しむ→楽 しみ
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 ↓

楽 しさ

〈櫪 〉(以 下 4、学鐺r古 蒲犬辞典 ヨよ切

しむ{助 動詞マ下二型}

活用語の未然形につく。

① 他に動作をさせ る意(使 役 ・他動詞)を 表す.… せる.… させる。

② 尊敬 の同士 とともに用いて、さ らに尊敬の意を高める。… な さる.… あそばす。

③ 謙譲 の動詞 とともに用いて、さ らに謙譲の意を深める。

語誌:奈 良時代 に①の意味で盛んに用い られた。②や③ の用法は平安時代 に至って生 じた

が、この期には①の意では、もっぱ ら漢文訓読文に用 いられ、和文では一般 に 「す」「さす」

が用 いられた。鎌倉時代以降に至 り、再び① の意味で、軍旗物語や説話集な どに頻出 し、

文章語や所管用語 として命脈を保った。

しむ{助 動特殊型}

(四段 ・ナ変活用の動詞の未然形について)尊 敬の意 を泡 ラス。…  なさる。

語誌:「 しも」 と道元。行われた時代や意味用法 も大差な く、 「しも」の揺れの語形 とみ る

こともできる。「しも」 に比べて用例は少ない。

⇒関係なさそ う。

楽 し{形 容詞 シク活}

①(精 神的に満 ち足 りて)快 い。愉快だ.気 持ちがよい.日 本書記、古語拾遺

②(物 質的に)裕 福だ.豊 かだ.今 昔、 日葡辞書

語誌:上 代では、肉体 的な快楽感や飽満感を表すのに用 いた用例が多 く、満腹感 を表 した

ものな どが 目立つ。古語拾遺に 「あな面白し、あな楽 し」とあるが、 この 「楽 し」は肉体

の快楽感で、「面 白し」 とは意味領域を異にする。中世語の 「楽 し」は 「貧 し」の対。金銭

や物質の豊富な ことをいう例が多い。

楽 しぶ 「自バ四」《形容詞 「たの し」+接 尾語 「ぶ」古 くは上二段か》「たの しむ」に同 じ。

宇津保、今昔、徒然草

魍1.「 自マ四」

① 楽 しく思 う.愉 快に思 う。 方丈記、

② 富み栄 える。豊かに富む。西域記長寛点、平家物語

II.「 他マ四」楽 しく感ずる。興味を感ずる。徒然草

たの しび(動 詞 「たのしぶ」の名詞形)

快 楽。 楽 しみ 。 書記(快 タ ノ シビ)。 古 今 ・仮名 序 、今昔
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ぶ 「接尾 バ 上二 型」(び ・び ・ぶ ・ぶ る ・ぶ れ ・び よ)

{体 言 ・形 容詞 の語 幹な どにつ いて}そ のよ うな状 態 にな る。そ の よ うな 状態 で振 舞 うの

意 を表す 。

例)哀 れ ぶ ・怪 しぶ ・荒 ぶ ・翁ぶ ・大 人ぶ ・殊更 ぶ ・高 ぶ ・尊 ぶ ・鄙 ぶ ・雅 ぶ 、な ど

斑

① 形容詞 ・形容動詞の語幹に付いてそれを体言化 し、そ ういう状態や全体 を体言化 して

詠嘆表現 とな ることが多い。「青柳の糸の くは しさ」万葉、「細谷川の さやけさ」古今

② 名詞に付いて方向の意をそえる。

③ 移動の意を表す動詞の終止形に付 いて移動の途中にある ことを表す.… しな.…

 す るとき。

文献の成立時代;

徒然 草=1331頃

方丈記:1212頃

宇津保 平安期

今昔  平安期

平家: 鎌倉

西域記長寛点=1163

拾遺和歌集:平 安期

日本書紀:720

記=古 事記:712

〈考察 〉

たの し → たのしぶ(た のし+ぶ)→ たのしび

 ↓

たの しさ(た のし+さ)

 助動詞 「しむ」は尊敬や使役の意味を持ってお り、「たの+し む」 という風に考えるのは

難 しい。また、「たのし+む 」 と分解 したと して も、助動詞 「む」は活用形に しかつかず、

形容詞のあとにはつかない。よって 「たの し+ぶ 」の 「ぶ」が 「む」に変化 して 「たのし

む」 となったのではないかと考 える。現在の 「たのしみ」 も同じように 「たの しび」が変

化 した ものだ と思 う。「たの しび」 という言葉は、720年 ごろに成立 した 日本書記にも出て

きてお り、「たのしぶ」の名詞形 という変化はかな り古 くか らあることが分かる。

 次 に 「かな し」 を見てみたい。「かな しぶ」 「かな しび」 「かな しむ」 「かな しみ」「かな し
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さ」 の全てが載っている。 「かな しさ」 とは、「かな し」の語幹に接尾語 「さ」がのついた

ものだ という。 「かなしぶ」は 「かな し」の動詞化で上代語だという。「かな しむ」 の欄に

は 「『かな し』の動詞化。上代 には、形容詞か ら派生 した他の動詞 と同じくバ行上二段の 『か

な しぶ』が用いられた。中古にはバ行四段 に活用する ことが多 くなったが、のち、次第に

マ行四段 に活用するものの勢力が強まり、もっぱ らこちらを用いるようになった。『名義抄 』

な どには 「かな しぶ」が多 いが、『節用集』にな ると圧倒的に 「かな しむ」の訓のほ うが多

くな る。」(角 川古語大辞典第1巻)

 「あや し」 に関しては、両方とも 「あや しむ」 「あや しぶ」 「あや しみ」 「あや しび」の全

てが載っている。「あや しむ」は 「『あや し』の動詞化」となってお り、「あや しみ」は 「『あ

や しむ』の名詞形」 という風に載っている。(角 川古語大辞典)

 よって、「たのし」 「かなし」 「あや し」 につ いては、仮定で述べた1段 階の変化、2段 階

の変化 という説が当てはまると思われる。

参考文献:

・ 中村幸彦、岡見正雄、阪倉篤義
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編(1989)『 古語 大辞 典 』小学 館

執筆者

別所佑子

編集者

四元憲太郎
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ゆがみ ・ひずみ

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

1ゆがむ 【歪む】(自動詞五)1

① 押 されたり引っ張 られた りな どして、その ものの形が変わる.「 ネクタイがゆがむ」

② 心や行 いが正 しくなくなる.「 ゆがんだ根性」

1ゆがみ 【歪み】(名)1  「人間関係のゆがみ」

山ゆがめる 【歪める】(他動詞下一)1「顔 ・口 ・唇 をゆがめる」

ひずむ 【歪む】(自 五)1

外 力が加わって、そ の部分だけ沈 んだ り膨れた りして、全体 として正 しい形が失われる。「ボ

リュームを上げると高音がひずむ」

1ひず み 【歪(み)】(名)1

① ひずむ こと(程 度)。 〔誤って、権 力者側によるしわよせの意 にも用い られ る。〕

「高度経済成長のひずみに泣 く中小企業」

② 〔物理で〕物体 に外力が加わ った ときに起 こる、長さ ・体積 ・形な どの変化。

「ディスプ レイにひずみが生じる。」

 この両者 は漢字で書 くと 「歪み」とな り同 じである。辞書よ り両者 に共通す る意味は、"物

体に外力を加えた ときに生 じる伸び縮み、ね じれなどの変化"で ある。その他 に 「ひずみ」

は"あ る ことの結果 として表れた悪い影響、弊害、 しわよせ"な どを表す際に用い、 「ゆが

み」 は"よ こしまなこと、不正"な どを表す際に用いる。

 また、 「ゆがむ」の他動詞 「ゆがめる」に対 して、 「ひずむ」には他動詞が存在せず、人

間がその動作の主語 にな ることはない。そ のため 「ゆがむ」は ときとして人間が意図的に

外 力を加 えることによって物質 を変形させるときにも用いられ るが、 「ひずむ」はあくまで

人間の意志の介 さない外力によって物質が変形す る際 に用 いられる。 「ひずむ」にマイナス

印象が強 いのはそのためだと考え られる。

■ 用 例 分 析

 ・両方使える場合

    「画面のゆがみ、ひずみ」

    「精神のゆがみ、ひずみ」

 ・「ゆがみ」のみ
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  「ゆがんだ人間関係」

  「背骨がゆがむ」

  「性根がゆがんだ男」

  「あま りのにおいに鼻をゆがめる」

  「列のゆがみ」

・「ひずみ」のみ

  「人間関係 に生じたひずみ」

  「高度経済成長のひずみに泣 く中小企業」

  「このス ピーカーは音がひずむ」

  「崖 のひずみ」

■考察

i視点①変形のイ メージi

 物理的変形 に注 目すれば、 「ゆがみ」は凹凸を指 し、「ひずみ」は断裂 を指す。

 物理的変形にお いて、「ひずみ」は主 に、地形の変形を表す時に用い られる。「崖」や 「地

層」、「プ レー ト」 といった単語に結びつ く。 これ らは地球がい くつかのプレー トで構成 さ

れているとい うプレー ト理論の通 り、プレー トが乗 っているマン トル の動きによってずれ

込 んでいくという 「ずれ」 の概念か ら共通す る単語である。また 「せ ん断ひずみ」 とい う

語があるように、2つ に切 られたモ ノについて用いる。

 ただし、「ゆがみ」 と 「ひずみ」が 同じ漢字 を用 いていることもあ り、同一視 して誤用 し

て しまうことも多いよ うである。 「ひずみ」がよ く使われ る 「ゆがみ」の意味で用 いられ る

ことがあっても大 した違和感がないのはその為である。今後、「ひずみ」が 「ゆがみ」 と同

じ意味 を持ち、差異がな くなって いくかもしれない。

題 点②状態か、因果関係か?-

 「ゆがみ」 「ひずみ」はどちらも形が変化する、という共通軸を持 っているが、それぞれ

の ことばを使 うとき、形の変化そ のものに着 目するか、形の変化 したプロセスに着 目す る

かが異なっていると考え られる。

 「ゆがみ」 の用例 と して は 「柱 にゆがみができる」、 「列のゆがみ」な どがあ り、動詞の

「ゆがむ」で使 うと 「窓枠がゆがむ」、「物がゆがんで見 える」な どのよ うに使われて いる。

これ らの例は、すべて柱や列、窓枠が正常な状態でな く、特 に曲がって いる状態を表 して

お り、"ど うしてゆがんだのか"と いう因果関係 には着 目していな い。抽象的な表現 だと、

辞書の意味では 「心の行 いが正 しくなくなること」 となっている。用例を見 ると 「性根 が

ゆがんだ男」 「心 のゆがみを直す」な どがある。 しか しこの場合 も 「柱」や 「列」の例 と同

じく"考 え方や行動が正常ではな くなった"状 態を表 している。

それに対 して 「ひずみ」 の用例 「崖 のひずみ」 を考えると、崖 はなかなか 自然には変化 し
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ないもので、"外 か ら力を加えて変化 した"と い うことを強 く感 じる。また 「人間関係 に生

じたひずみ」 「高度経済成長のひずみに泣 く中小企業」 「このスピーカーは音がひずむ」 と

いう用例か らも"正 常でない曲がった状態"そ のものよ りも"外 力を加え られた結果が良

くない"と いうことを強調 している。 これ らは単に今の悪い状態、正常ではない状態 を表

したいのではな く、その結果 を引き起 こして しまった原因を含めた、因果関係に着 目して

いるのであると考えられ る。

■ ま とめ

 「ゆがみ」 も 「ひずみ」 も、どち らも"正 常ではな くな って しまった ものの形や状況の

変化"に ついて使 う表現である。 どち らの表現 を使 っても、"変化 を引き起 こした原 因"は

存在するし、"正 常ではな い状態を表す"こ とに変わ りはない。 しか し 「ゆがみ」は、よ り

今の正常ではないその状態を強調 し、「ひずみ」は、それ はある外力を受 けて変化 した結果

なのだ、 ということを強調 している。

 したがって 「背骨」 「鼻」 「性根」 「列」 においてゆがみを使 う方が好 ましいのは通常、変

化の生 じた過程や原因ではなく、変化が起きた こと自体に着 目するか らである。同様に 「ひ

ずみ」 を使 った場合、着 眼点は"何 によって"に 移 る。そ のため 「ひずみ」 の用例で は社

会制度や音な ど外 力が多岐 にわた り、かつ通常は変化 しづ らい と考えて いるものに起 こる

変化 に使われ ることが多い。

■ 日本 語 教 育 の視 点 か ら

 イメージと しての 「ゆがみ」 と 「ひずみ」を図で印象づけるとよい。 「ゆがみ」は凹凸、

「ひずみ」は      のよ うなずれのイ メージがよい。

 「ゆがみ」 「ひずみ」は基本的にどちらも 「外力によって もたらされた形や状況の変化」

を表わすため、 日本語学習者にその違いをはっきりと分か らせ ることは困難であると思わ

れる。導入 の仕方 としては、「箱がゆがむ」 「顔がゆがむ」な どの目に見えてわかる例文か

ら 「ゆがみ」の用例に触れ、同じ形の変化でも社会制度の要因による状態 の変化、音響や

画像な どの個人の直接 の力ではその場で変え られない ものを紹介 して 「ひずみ」の意 味に

つ いて理解 して も らえた ら良いと思 う。 しか し日常的に使 うのは 「ゆがみ」のほうである

と思 うので、中級以上の学習者 には積極的に 「ゆがみ」をつかった慣用表現(「 あま りのに

お いに鼻をゆがめ る」、 「心のゆがみ」)を 教えていくと良いのではないだろうか。

執筆者
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思 う ・考 え る

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第四版)

【思 う】

1.外 界か ら受けた刺激が もとにな ってなんらかの感覚が生 じた り情意を抱いた りし

  た ことを意識する。  「これぞ と思う相手」 「結果を不満 に思う」

2.感 覚に頼って、判断す る。 「あすは雨だと思う」

3すその ものに絶えず心が惹かれる。  「故国を思う」 「親 を思う子」

【考える】

1.経 験や知識 を基 にして、未知の事柄を解決(予 測)し よ うとして、頭 を働かせ る。

  「いいと考える」 「人の立場 を考える」

2.相 手や将来の事 につ いて思いをめぐらす。  「将来 を考 える」

3.新 しい物を作 り出す方法や考えを思いつ く。

■用 例 分 析 ×は非 文

「考 える」が使えて 「思 う」が使えない例

  「さあみんなで考えよう」(× 「さあみんなで思お う」)

  「数学の問題 の解 き方を考 える」(× 「数学の問題の解き方を思 う」)

  「納得のいくまで考 える」(× 「納得のいくまで思 う」

「思 う」が使えて 「考える」が使えない例

  「捨て犬 を見てかわいそ うだ と思った」(× 「捨て犬 を見てかわいそ うだ と考 えた」)

「思 う」 と 「考 える」が両方使えるが、意味が変わる例

  「子 どものことを思 う」→子 どもの身の上 を心配 した りする(【 辞書記載の意味】1.)

  「子 どもの ことを考える」→子 どもの様子な どに思 いをめぐらす(【 辞書記載の意味】

  2.)

■考察

C点 ①感情と理倒
「思う」 という言葉は 「心で感 じる」に近い。瞬間的に、 自然 に湧き出た感情的な もの
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そのままを指す。外か らの刺激で生ずる受動的な行為で、体験が個人的であるため、 「み

んなで思お う」な どのように一般化することはできない。3.の 意味での 「思 う」は例 え

ば 「心配する」 「大切に感 じる」な どの言葉 と置き換 え られ ることでも分かるように、理

論的でな く、個人的な行為であるという点で1.2.と 共通 している。

 一方 「考える」 というのは 「頭 を使 う」 ことを意味す る。心 に浮かんだ思いを客観的 ・

理性的に組み立てた り、それによって何 らかの結論 を導いた りす ることを指す。 もともと

持 っている知識やその場の感情 を前提に理論的に物事 を判断 し、理論の組み立て方な どを

他人 と比較する ことができる。

"視点②活用の有飄

 辞書記載の意味の中で扱わなかった ものとして、「さあみんなで考 えよう」 という表現

に見 られる 「思 う」 と 「考える」 の違いがある。 「考える」 は未来形で 「考えよう」 と言

うことができるが、「思 う」は 「思お う」 と活用させ ることができない。「これか ら～ につ

いて理論的に判断 しよう、考えてみよう」 と計画する ことはできて も、何 を 「思 う」かは

そ の場にな らないと分か らないので 「これか ら～ と思 うことにしよう」 と決めた りす るこ

とはできないか らだ。ただ し、「Aと いう場面ではBと 思うことにする」 と意図的に 自ら

の感情を操作する意志がある場合には 「～ と思おう」 と表現することがある。

■ ま とめ

 概 して、 「思 う」は主観的 ・抽象的 ・情緒的であるのに対 し、「考える」は客観的 ・具体

的 ・理性的であると言える。ある物事 に対 して漠然 としたイメージを抱いた り、心 の中で

特にはっきりとした 目的な しに気持ちを繰 り広げた りす ることを 「思う」 と言 い、何かは

っき りとした目的に向かって答 えを出そうとする働きを 「考 える」 と言 う。言 うなれ ば、

思うときには 「心」に重点が置かれてお り、考えるときには 「頭」が働いているのである。

 また、 「思 う」 と 「考える」では日常的な使い方の違 いもある。 日常会話 にお いてあえ

て理論的な思考過程がある ことを表現 したい場合 には 「～ と考えた」と使 うこともあるが、

それ以外の場合 には、例えそれが厳密には 「考えた」 ことであっても、「思 う」を優先的

に使 うことが多 い。一方、論文や発表な どフォーマルな場では 「～と思う」 と言 うよ りも

「～ と考えた」 と言 う方が好ましいとされて いる。 これは、 「思う」 という言葉は気軽で

曖昧 ・控えめな言い方であるのに対 し、「考える」は 日常会話では堅苦 しい印象を受けや

す く、主張的な言い方であるか らだ と考え られる。

口 日本 語 教 育 の視 点 か ら

 日本語を母語 としない学習者に 「思 う」 と 「考える」の違 いを説明する際には、まず2

語の基本的な辞書的意味の違 い(「思う」1.2.「 考える」1.2.を 比較)を 指導 し、例文

な どを通 して使い方を練習させていけばいいのではないだろうか。その後、 日常的な会話
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の中ではたいていの場合 「～だ と思 う」 と言 う方が自然であること、また公式な場で は逆

に 「～だと考 えます」 と言 う方がふさわ しく、相手に強 く主張が伝わることを教えてお く

べきだろう。

 「思 う」と 「考 える」、それぞれの特殊な意味(「思 う」3.「考 える」3.)で の使 い方は、

初めの うちはよ り分か りやすい表現(「 親を思 う子」→ 「親 を大切に感 じる子」、 「新 しい

料理を考える」→ 「新 しい料理 を思いつく」)を 使って指導 した上で、「思 う」 「考える」

に置き換えて表現することもできるということを上級者 にのみ指導すべきではないか と

思 う。

執筆者
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走 る ・駆 ける

■辞書記載の意味(三 省堂 新 明解 国語辞典 第六 版)

匡 ヨ ①(人 間 ・鳥獣が)足 で地面を蹴るようにして速く移動する。

     例1遅 れそ うなので駅まで走った

        トップを走るランナー

②(あ る程度の速 さを持続させて)流 れるよ うになめ らかな動きで移動する。

  例:電 車が走る

    獲物めがけて走るヘ ビ

    岩の上を走る水

③ 一方の端を起点として線上に伸びた状態 にある。

  例:町 の中央を東西に走る大通 り

   ④ 自制心が働かず(慎 重に考える余裕を失い)好 ましくない方向に進んだ状態 にな

     る。

     例:議 論が極端に走 る

甌 ヨ (はずみをつけるようにして足 を動か し)目 的地まで(他 よ り)速 く行 こうとす

     る。

     例1野 を駆ける馬

■用 例 分 析

C方 使える場倒

◎グラウン ドを走る/◎ グラウン ドを駆ける

◎草原を走る/◎ 草原を駆 ける

◎子供が走って くる/◎ 子供が駆けて くる

1走るのみ使 える場合1

◎電車が走る/× 電車が駆 ける

◎教室の中を走る/△ 教室の中を駆 ける

◎非行に走る/× 非行 に駆 ける

◎痛みが走る/× 痛 みが駆 ける
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◎稲妻が走る/× 稲妻が駆ける

◎ ビルの間を高速道路が走る/× ビル の間を高速道路が駆ける

-駆けるのみ使える場合-

×時 を走る/◎ 時を駆ける

×時代を走る/◎ 時代 を駆ける

×走 り足/◎ 駆け足

■考察

1視点1.「 走 る」用 法 の広 さ1

 「走る」、「駆ける」 はどちらとも、人や動物が速 く移動す る意味をもつ。

 しか し、「走る」 はそれに加えて、 「痛みが走 る」、 「稲妻が走る」 というように、事物が

素早い動きを している様子 を表わす ことにも使 うことができる。更に、「電車が走る」のよ

うに、乗 り物が速 く進む意味でも使えるが、道や線が延びる様子 を表わす ことにも使える。

また、それ以外にも 「走る」は、 「非行に走 る」のように、人の行動が好 ましくない方向へ

傾 く様子 を表わす こともできる。

 以上のよ うに、「走 る」は 「駆 ける」に比べ、汎用性が高 く、 日常会話で多 く用い られる

傾向がある。

TiYr点2.速 さ1

 「走る」と 「駆ける」が、人や動物が速 く移動する意味である場合、「駆ける」の方が 「走

る」よ りスピー ドが速い印象を受ける。(「運動場を走 る」・「運動場 を駆ける」)

 「走る」は、速 さにこだわ らず、歩 く速さよ りも速 けれ ば 「走る」と言えそうだが、 「駆

ける」場合 には、歩くよ り少々速 い程度で 「駆 ける」 とは言わず、疾走する位のスピー ド

感があることが必要ではな いかと思 う。複合語で も 「駆け回る」 「(頭の中をさまざまな考

えが)駆 け巡 る」や 「(避難所に)駆 け込む」などのように 「速 さ」を連想 させ る語がある。

(*「 駆」は もともと、馬が速 く進む意味で、それが人や動物に使われるようになった)

-視点3.広 さ-

 「教 室 の 中を走 る/△ 駆 ける」の 文 を比べ て み る と、「教室 の 中」には 「駆 ける」よ りも、

「走 る」の 方が合 う。 「家の 中 を走 る/△ 駆 け る」とい う文 をみ て も、「家 の 中」 には、「走

る」 の方 が 「駆 ける」 よ りも、 当て は ま る。 「草原 を走 る/駆 け る」 の文で は、 「走 る」 で

も 「駆 け る」 で も どち らで も文 に合 う。

 この ことか ら、 「駆 け る」 場 合 には、 あ る程度 の広 さを もった 場所 の方が 当 ては ま る。 も

と も と狭 い場 所 を全 力で 移動 す る とい う ことは しな い ので 、視 点2か ら派 生 した 視 点 と も

考 え られ る。
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■ ま とめ

「走 る」・「駆 ける」…  人や動物が足で速 く移動する様子 を表わす

「走る」…  乗り物が速く移動する様子を表わす

     事物が素早い動きをしている様子を表わす

     道や線が延びる様子を表わす

     人の行動が好ましくない方向へ傾く様子を表わす

速 さ: 走る ≦ 駆ける

動 き回る場所の広 さ:走 る ≦ 駆 ける

■ 日本 語 教 育 の視 点 か ら

 「走る」が多 くの意味 をカバー している ことから、初級の段階では、 「走る」の基本的な

使 い方 をしっか りと覚えて もらうのが良 いと思 う。基本的な意味(人 や動物が足で、 また

乗 り物が速 く移動す る様子)を 覚えて もらった うえで、事物が素早い動きを している様子

や 、道や線が延び る様子 を表わす意味 を示 した り、人の行動が好ま しくない方向へ傾 く様

子 を示すのがよいと考える。その上で、「駆ける」を教えていけば良いのではないかと考え

る。

執筆者
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ひがむ ・そね む ・ね たむ

ー辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

【ひがむ】

曲解 して、自分 ばか りが損な(低い)立場に立たされていると思い込む。

【そねむ】

自分にはそれが望み得ないことを不満に思い、相手に悪い事が起 こればいいと思 う。

【ね たむ】

他人の幸運 ・長所をうらやんで、幸福な生活のじゃまをした く思 う。

■用例分析

1ひがむ(ひ がみ)1

×二人の仲 をひがむ。

〇二人の仲 を知ってひがむ。

○兄ばか りお年玉が多いので、弟がひがんで しまった。

○彼の態度は友人の成功 に対す るひがみだ。

○人の言葉をひがんで考 える。

1そねむ(そ ねみ)1

△彼の態度は友人に対す るそねみだ。

○彼 らは君の昇進 をそね んでいるのだ。

×二人の仲をそねむ。

△兄のお年玉の多 さをそねむ。

1ねたむ(ね たみ)1

0彼 の態度は友人に対するねたみだ。

〇二人の仲をねたむ。

○彼は仲間の出世をねたんだ。

△兄のお年玉の多さをねたむ。
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■考察

陶点①自動詞か他動詞か1

「ひがむ」 「そね む」 「ねたむ」 に共通する要素は 「自分 と他者を比較 し、なん らかの負の

感情を抱 く」 ということで ある。 しか し他動詞で ある 「そねむ」「ねたむ」に対 して 「ひが

む」は自動詞で あり、対象 として 目的語 をとらな い。

陶点②思い込みの有剽

 辞書的な意味を参考に考察すると、「ひがむ」は他者 と自分との関係において 「自分が他

者よ りも劣 る」状況 にあるという 「思 い込み」 としての要素が強 く、 このとき実際 に他者

が 自分 と比べて幸福な境遇であるか どうかはさほ ど重要ではな いと考え られ る。 いかなる

状況であれ、それ を曲解 し、 自分が不利な状況 にあると思い込むのが 「ひがむ」である。

 「そねむ」 「ねたむ」 は思い込みではな く、他者 と自分の差異を正確 に把握 した上で、相

手に負の感情を抱 く。

鴈点③抱く感周

 「そね む」「ねたむ」は 自分が欲す るものを持っている特定の他者の存在が対象 として重

要 となる。 ともにそ うした幸運や長所 をもつ対象に対 して 「うらやむ」感情 を基本 にもつ

言葉であると思われ るが、その違 いは辞書的意味か らだけではわか りにくい。強いて違 い

をあげるとすれば、対象に抱 く感情の違いについての記述である。

 「ねたむ」か らは 「邪魔 を した く思 う」とい う 「うらやむ」 という感情か ら主観 的情動

的な感情が読み取れるが、「そねむ」には 「他人の幸運や長所が、 自分には望み得な い」や

「悪 いことが起 こればいいと願 う」 といったよ うに、他者が 自分の意思ではいかんとも し

がた い幸運、長所を持 ってお り、その不幸 を願 うより自分の 「うらや む」感情 を処理す る

ことができない、 といった印象がある。 「そねむ」 は 「うらやむ」+「 うらむ」といった意

味合いが強いのではないだ ろうか。少な くとも、「ひがむ」 には 「うらみ」の要素は感 じら

れない。

■ ま とめ

 三つの言葉 に共通する要素は 「他者 と自分 を比較 して、なん らかの負の感情 を抱 く」 と

いうことである。辞書的意味、用例分析、漢字の意味か ら、三つの言葉 の違いを考察 して

みると以下のよ うになる。

・「ひ が む 」 … 物事 を曲解 して他者よ りも自分が不幸な境遇 にあると思い込む。実際に自

 身が他者 よりも不幸であるか どうかは然程重要ではないと考え られ る。
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・「そねむ」 … 他者が 自分 に望み得ない幸福 を持っ ことを不満 に思い、その不幸を願 う。

      子供を主語 にして使われることは少ない。相手の不幸を願 うといった他 力

      本願な姿勢か ら、 自分か ら遠い幸福 をうらやむ ことと考え られる。幸福 に

      対する諦めと幸福への欲求を同時に内包 し、「うらみ」や 「にくみ」に近 い

      感情 を抱 く。

・「ねたむ」 … 他者の幸福な様 をうらやんで、その幸福の邪魔 を したいと思 う。子供 を主

      語に して使われ ることは少ない。 「そねむ」 よりも主観的、情動的願望 の現

      れ として、身近な幸福 においても用い られる と考え られる。また、他 の男

      女の仲をうらやむ場合に 「妬」の漢字を用 いて表 され る。

■ 日本 語 教 育 の視 点 か ら

 「ひがむ」と 「そねむ」 「ねたむ」 との違いは、辞書的意味や用例か らもす ぐに見分 ける

ことができそ うだが、「そねむ」は現在、私達にとって耳 になじみのない言葉 となって いる

ため、 「そねむ」 と 「ねたむ」 の間の区別は 日本語を母語 とす る人にとって も難 しいものが

ある。 「そねむ」 と 「ねたむ」 を区別す るとなると、鍵 となるのはやはり 「自分 と他者の幸

福 の距離」と 「男女の仲に対 して用いるか どうか」であると考えられ る。

執筆者

朴廷珍 伊藤貴祥 戎屋紘子 別所佑子 副田邦生 石田充 黄佳瑩 中村苑子

中村久子 森下泰行 加藤聖人 若月亜由美 内山恵

編集者

田邉寿子
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          煮 る ・炊 く ・ゆ で る ・ ゆ が く

■辞 書 記 載 の意 味(三 省 堂 新 明 解 国 語 辞 典 第 六 版)

【ゆでる】

熱湯 の中に入れて、しっか りと加熱する。 うでる。

【ゆが く】

野菜のあくを取るために、さっと湯を通す。

【煮 る】

永代の中へ入れ、熱を通 して柔 らか く(ど ろ どろに)す る。

【炊 く】

① 水 につ けた米に熱 を加えて食べ られ る状態にする。

② 〔近畿 ・中国 ・四国 ・九州北部の方言〕煮る。

■ 用 例 分 析

【煮 る】と 【炊 く】

1煮るのみ使える場合1

◎ さばの味噌煮 ×さばの味噌炊き

◎煮込みバンバー グ ×炊き込みハンバーグ

◎煮汁 ×炊き汁

◎豆を煮る ×豆 を炊 く

欧 くのみ使える場合1

◎炊き込みご飯 x煮 込み ご飯

◎ ご飯 を炊 く。 ×煮る

【ゆでる】と 【ゆが く】

両方使える場合1

◎ほうれ ん草をゆが く。 ◎ほ うれん草をゆでる。

1ゆでるのみ使える場合1

ゆでだ こ ×ゆがきだ こ

                   40



■考察

陶点①調理の目的 ・液体の種類

 「煮 る」 「炊 く」 「ゆでる」 「ゆが く」のいずれ も 「材料に火を通す」 という点では共通

している ものの、その他に目的があるかどうか という点で異なって くる。「炊 く」「ゆでる」

の場合、他 の 目的は特 にない。一方、「煮る」には 「味付 けをす る」、 「ゆがく」 には 「あ

くを抜 く」 という目的が加わる。

 このよ うな調理 目的か ら、液体の種類が導 き出される。 「炊 く」「ゆでる」では材料 を単

にやわ らか くす ることが重要なため水(湯)が 用いられ る。「ゆが く」にして も、あ くを抜

く際 に必要なのは水(湯)で ある。 しか し、 「煮る」では使 う液体 によって料理の味が変わ

って くるため、材料 につけたい味(甘 み、辛みな ど)に よって液体 を変える。つま り、 こ

の場合の液体はあ らか じめ味のつ いた(砂 糖、醤油な ど溶質の混 ざった)も のである必要

がある。

區点②材料の種類 ・調理時間の長さ-

 「炊く」は米にのみ(方 言 によっては 「煮る」 の意味で使 うと辞書 にあるが、 この場合

は一般的な意味を扱 うことにする)、「ゆが く」は 「さっと湯 に通す」程度で火が通 る野菜、

つ まり葉物に限定 され る。その他に液体 によって火を通す行為が 「煮る」 と 「ゆでる」の

どち らか に分類されるが、材料 を特 に限定する条件はない。

 調理時間 については長 い1頂に 「煮 る」 「炊 く」 「ゆでる」 「ゆが く」 と並べることができ

る。あくを抜 くことが目的の 「ゆが く」は比較的調理時間(材 料が水(湯)の 中に入 って

いる時間)が 短 い。 「ゆでる」では材料 に火が通ればよいので 「ゆが く」よ り調理時間は

長 いものの、「煮る」の場合は材料に液体の味がつ くまでにある程度時間がかかるため以

上のような順番 になる。 また、 「炊 く」が対象に している米は火 を通すのにある一定 の時

間がかかるが、火 を通す ことのみが 目的のため 「煮 る」ほど長 くはな らな いと考え られる。

鴈点③調理後の液体の残り具倒

 「ゆでる」 「ゆが く」 では材料 に火が通 る過程で、ある程度水分が使われる。 しか し材

料が熱湯 の中に浸かることで火を通す 目的が主であるため、水分が全て材料に浸透すると

いうことはな い。また、残 った水分は料理の一部 とはな らない。一方、 「炊 く」は水分が

全て米に浸透する ことで作業が終了す る。「煮 る」 の場合、多少に関わ らず液体が調理後

に残 るが、 この液体は他の三語 と違って料理の一部として扱 うものである。

■ ま とめ

 辞書記載の意味で も分析を通 して分かることは、「煮 る」 「炊 く」は料理の中で も主 とな

る作業を表す ことが多いのに対 して、 「ゆでる」 「ゆが く」は料理が完成するまでの一連の

過程の中の一つの作業のみを表 しているということである。それが 「調理後の液体」の扱
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いにもつなが ってくると考 えられ る。

 「炊 く」は方言 によっては 「煮る」の意味に該 当す るよ うだが、共通語 としては米 を炊

く場合に限定され る。 「米を煮る」 と言わな いのは、一つ には 「米を炊 く」 という行為が特

殊なものであるか らではないか と推測される。米が 「炊き上が る」までには 「煮る」や 「ゆ

でる」に見 られる液体の沸騰のほか、「蒸す」な どの経過をた どる必要がある。そのため、

本来は他 の三語 と一括 りにして考 えることはできないのか もしれない。

 「ゆが く」 につ いてだが、 この言葉 は 「湯掻 く」 と漢字表記す るように、材料 を湯 にさ

っと通す ことで湯があ くを 「掻き落 とす」イメージが含 まれて いる。 しか し、最近では料

理 に関す る場面で 「ゆが く」 とい う言葉 を 「さっとゆでる」な どで代用す ることが多 いた

め 「ゆが く」が使われ る ことは少な くなってお り、その行為 を理解す ることができる人が

減って いるの も現状として ある。

■ 日本 語 教 育 の 視 点 か ら

 まず 厂煮 る」 「炊 く」 「ゆでる」 の三語 について、調理時間や材料などによる用法 の違 い

を示すべきで あろ う。その上で、上級者 にのみ 「ゆが く」 とい う言葉が三語 に似た もの と

して存在す ることを教えるべきだ。ただ し、現代において 「ゆが く」は 日常的に使われ る

言葉ではな くなって いるため、「ゆが く」行為を表現す るには 「さっ とゆでる」 「さっと火

を通す」な どを使 った方がよ く、料理本な どで 「ゆが く」 という言葉を見た時に理解 でき

る程度に してお けば良 いのではないだろうか。

執筆者

内山恵

編集者

田邉寿子
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濡 らす ・浸す ・漬 ける

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第四版)

濡 らす:(他 五)濡 れるようにする。

   → 「濡れる」(自 下一)① 水な どがかかる(し み込む)

             ②[口 頭】情事を演 じる ・行 う

浸す:(他 五)そ の成分 を帯びる程度に、液体 ・を十分含ませる(の 中に入れ る)

      「ガーゼ にアルコール を一」「足を水 に一」

漬ける:(他 下一)[保 存 を図った り、成分を しみ込 ませた りす る目的で】その物全体 を、液

    状の物や味噌 ・塩 ・砂糖な どの中に入れてお く。

■用 例 分 析

くそ の① 〉

・ おひた し○

・ 漬物○

〈そ の②〉

・ 食器 を水で濡 らす○

・ 食器 を水に浸す○

・ 食器 を水 に漬ける○

〈その③〉

・ 大根 を味噌に濡 らす ×

・ 大根 を味噌に浸す ×

・ 大根 を味噌に漬ける○

-考 察

i視点①時間と浸透1

 おひた しは物質が液体中に置かれ るのが数分か ら数時間なのに対 し、漬物 は数 日か ら数

週間以上かかるものもある。 この ことか ら、壁間MJVV/11か ら分析す ると1浸すく漬ける1とい

う関係が導ける。またそ の動作後の浸透程度 という点か ら分析 して も-浸すく漬 ける-という

関係が成 り立つ。

 また、③ に関 しては 「漬 ける」 のみ使用可能だ。それは、例文 中の大根の使用 目的 と関

係する。大根に味を しみ込 ませ ることが 目的であるので、浸透程度がもっとも高 い 「漬 け

る」が適切なのだ。
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1視点②液体の付着する程度-

 そ の② の例文は3っ 全ての言葉 を使 うことが可能である。「濡 らす」場合は食器 に水をか

けた り付けた りす る程度に対 し、「浸す」は液体の中に、ある程度食器が入っている状態 を

示 し、 「漬ける」に至っては、食器よ りも大きな容器 に水を入れて、そ こに食器が入ってい

なければな らない。ある対象物に水や媒体が付着する程度 という点か ら分析す ると、「濡 ら

す」は媒体が対象物 に付着す る状態を指 し、 「浸す」 は媒体が対象物に部分的に沈んでいる

状態 を表 し、「漬 ける」は媒体が対象物全体 を覆う状態を指す。

■ ま とめ

「濡 らす」

液体 を対象物 にかけて湿った状態にする。

「浸す」

液体 中に対象物を部分的に入れ る。短時間でもよ く、時間には着 目していないことが多い。

「漬ける」

液体や半固体の中に物質を長時間全部入れる。

■ 日本 語 教 育 の視 点 か ら

 ボールや桶な どの入れ物を用意すると教えやすい。「濡 らす」は濡 らす ものを手か ら離さ

ずにサ ッと水 を通す動作で、「浸す」や 「漬 ける」は入れ物に溜まった水 の中に濡 らす もの

を入れる動作 を行 う。「浸す」 と 「漬ける」は水 に入れている時間の差を表現 してみせれば

よい。

執筆者

戎屋紘子

編集者

佐々かおり
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冷 え る ・冷 める

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

さめる 【冷める】

①(熱 か った ものが)熱 い状態でな くなる.(高 まった気持ちや興味が薄 らぐ意にも用 いら

れ る)

例:熱 意(情 熱 ・興 ・ほ とぼり)が  。

  お茶が

②本来 の色が薄れ る。 また、その結果見劣 りする。

(青ざめるはもともとこの意)

ひえる 【冷える】

①冷た く(寒 く)な る。また、そ う感 じる。

「身体が冷える/よく冷えた料理」

②それまでの盛 り上がった状態や感情が失われる方向に傾 く。

「関係が冷える/冷えた夫婦の仲/冷え切った景気」

-用 例分析

【両方使用可能】

○ 関係が冷える /○ 関係が冷める

○ 飲み物が冷える /○ 飲み物が冷める

○ 溶岩が冷える /○ 溶岩が冷める

【冷える可能】

○ 身体が冷える /× 身体が冷める

○ 腰が冷える /× 腰が冷める

○ スイカが冷える /× スイカが冷める

○ ビールが冷 える /× ビールが冷める

【冷める可能】

× 青びえる /○ 青ざめる

× 熱意が冷える /○ 熱意が冷める

× 熱湯が冷える /○ 熱湯が冷める

× 湯冷えする /○ 湯冷めする
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リ考察

視点①常温 になるか、常温よ り下の温度 になるか

「冷える」 も 「冷める」 も共に温度が下がる ことを言 う。ただ、 「冷 える」は常温 よ りさら

に下の温度にな り、「冷める」は高温か ら常温に戻ることを言 う。 この常温の基準 は、人の

触感 を基準 にす る。元の温度よ り下が り、その物体に触れた ときに冷 たいと感 じる状態 に

な ることは 「冷える」 ということであ り、温か く、またはぬる く感 じる状態になる ことを

「冷 める」 というのだ と思 う。

 また 「冷める」 は温かい状態か らの変化 を前提 としているため、スイカや ビールな どの

よ うに、温かい状態 にすることを しないものに関 しては 「冷える」のみ使用可能にな って

いる。

 関係な どは触れ ることができな いが、基準 となる関係 を設定 し、それに比べ冷た いか ど

うかな どか ら関係が 「冷える」、 「冷 める」な どというのではないか。

1視点②結びつ く単語 による用例I

 熱、熱湯、熱意、情熱などは 「冷める」 を利用する。熱 という単語は結びつきやすい。

 身体 に関 しては、体感温度で表す。腰や足が 「冷える」のは、普段に比べ寒 く感 じるた

め、 「冷める」のではな く 「冷える」 のだといえる。ただ し、例外 として 「湯冷め」 は身体

が 「冷える」 ことだが 「冷める」 を使 う。

-ま とめ

さめる …  高温か ら常温 に戻る。(人 がそれを)ぬ るく感 じる。

ひえる …  元の温度よ り下がる。(人 がそれ を)冷 た く感 じる。

■ 日本 語 教 育 の 視 点 か ら

 「冷える」 も 「冷める」 も共に温度が下がることを指すが、「冷える」は普段の温度よ り

さ らに下がることを言 い、 「冷める」は温か い状態か ら普段の温度に戻ることを言うといえ

る。 この普段の温度 というのは人の触感 をもとに判断 している といえる。そのためい くつ

か例外が あるものの、 まずは高温か ら常温 に下がった のか、常温よ り下の温度 になった こ

とか どちらに着 目するかで教えるのがよい と思う。

 また、身体に関 しては、その他 の 「冷える」「冷める」とは意味が異なって利用 している

と思われ るので別 に教えるべきだと思う。

執筆者 小杉崇文

編集者 上田智哉
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過 ごす ・暮 らす

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

【過 ごす】

①時間を費やす。

「楽 しい一時を過 ごす/楽 しい夏休み を過 ごす/その日その 日を過 ごす」

②度を越 して何かをする。

「酒を過 ごす/一つお過 ごし 〔=お飲み〕 くだ さい」

【暮 らす】

寝た り起きた り食事 をした り仕事 をした り遊んだ りな どして、一 日(一日)を生きて行 く。

「今まで何 とか暮 らして来た/自由気ままに暮 らす/遊び暮 らし」

■用例分析

1両方使 える場合1
・ 日本 で過 ごす 。/日 本 で 暮 らす 。

・ 友 達 と過 ごす 。/友 達 と暮 らす 。

Lこ すのみ使える場合1
・ 誕生 日を家族 と過 ごす。 ×暮 らす

・ 学校で8時 間過 ごす。 ×暮 らす

階らすのみ使える場合1
・ 自分の国 と違 う文化 に暮 らす人々。 ×過 ごす

・ (家を探 している状況)ど こで暮 らすかまだ決めてない。 ×過 ごす

■考察

[視点①場所にする意調

 「過 ごす」と 「暮 らす」の根本的な違 いは、そ の場所に対す る意識の違いで ある。 「過 ご

す」場合 は、その場所はいつか去る場所であ り、ただの通過点にしか過ぎない。しか し、「暮

らす」場合 は、帰属意識があ り、そ こが自分の居場所 として意識 されている。例えば 「ア

メリカで3年 過 ごした」 と 「アメ リカで3年 暮 らした」 とでは、受ける印象が違 う。 前者
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の場合は、帰る場所が他 にあって、アメ リカで過 ごした3年 は人生の中でただの通過 点に

しか過ぎな いというニュア ンスがある。後者の方は、 アメ リカで根 を下ろして生活 した と

いうニュアンスがある。

1視点② 時間の長さ1

 上述の意識の違いか ら、 「暮 らす」場合は、帰属意識が芽生える くらいの期間が必 要とさ

れ るため時間が長 くなる。それ に対 して 「過 ごす」の場合は、時間は1時 間で も1年 で も

使用す ることができる。

■まとめ

・「過 ごす」 … 場所は、単なる通過点の一部 として意識されている。

      時間の長さに制約はない。

・「暮 らす」… 場所が、自分の居場所として意識されて いる。

      時間は、帰属意識が芽生える位 の期間を必要とす る。

■ 日本 語 教 育 の 視 点 か ら

 「暮 らす」 も 「過 ごす」 も二つ とも同 じよ うな意味として認識されているが、「過 ごす」

という言葉を使う頻度が少ないため、「暮 らす」 という言葉 を使 って しまう傾向にある。そ

こで、今回の視点で取 り上げた、場所に対す る意識 と時間の長さの違いを理解 しても らい、

例文 を挙 げて使い分ける練習をして いくのが良いのではないだろ うか。

執筆者

斉藤ゆり

編集者

田邉寿子

48



帰 る ・戻 る

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

【帰る】

(一時的に)他の場所 にいる人が出発 した(本来身を置 くべき)所に向かって行 く。

「そ ろそ ろ会社か ら家 に帰る時間だ/帰るべき家がない/船が港 に帰ってきた/嘆いて も帰 ら

ぬ年月/帰 らぬ人 となる/帰らぬ旅に出る」

【戻 る】

①他の場所に移動 した ものが、進む方向を逆 にして元の所へ と向かう(まで移動する)。

「あとに戻る/自分の席に戻る/この辺で戻った方がいい/流出文化財が祖国に戻る/落 し物が

無事に戻る/冬に戻ったような寒さ/ふり出しに戻る」

②ある状態に変わっていた ものが再び元通 りの(望ましい)状態になる。

「エ ンジンの調子が元に戻る/意識が戻る/水に漬けた干椎茸が戻る/白紙 に戻る」

ー用例分析

1両方使える場合1
・家 に帰 る。/家 に戻 る。

・日本 に帰る。/日 本 に戻 る。

瞳るのみ使える場合i
・お客様が帰 る。 △戻る

I戻るのみ使える場合1

・遊 園地 に戻 る。 ×帰 る

・お 金が 戻 る。 ×帰 る

・よ りが 戻 る。 ×帰 る

■考察

陶点①習慣倒

 「帰る」 と 「戻る」の根本的な違 いは、「帰 る」 は習慣的な動作に使われ るのに対 して、

「戻る」は必ず しも当然ではない動作にも使われ ることである。「お父さんが家に帰ってき

た」 という文は、お父さんが仕事を終えて家に帰って くるとい う日常的な行為 を表 して い

る。 しか し、お父さんが失踪 して1年 間ずっと家に帰って こなかった場合は 「お父 さんが
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家 に戻ってきた」 という文がよ りしっくりくるように思 う。

 「里帰 り」や 「帰郷する」 とい う言葉 も、 日常ではな くても年に何回かする習慣 的な行

為であ り 「帰る」 というニュアンスが表れている。それ に対 して 「出戻 り」という言葉は、

一度お嫁に行った娘が離婚 して再び実家に来 るという予想外の出来事であ り
、「戻る」 とい

うニュア ンスが出ていると思 う。「帰って くる」 ことは当然か もしれないが、「戻って くる」

ことは必ず しもそ うでない、という見方が ある。

陶 点②場所1

 「帰 る」 と 「戻る」は共に元 にいた場所への移動を意味するが、そ の場所 には微妙な差

異が ある。 「帰る」は"家"や"出 生地"な ど自分にとって帰属意識がある場所であるのに

対 し、 「戻 る」は必ず しもそ うではない。 「帰 る」場合、場所は生まれ育った国や実家 、地

元で あり、遊園地や友達の家 には帰らない。 しか し 「戻る」場合は一度行った場所で あれ

ば、交番でも富士山で もどこへで も戻ることができる。 「お客様が帰る」 と言った場合はお

客様がその人の家 に帰る ことが容易 に推測できるが、 「お客様が戻る」 と言 うと、その人の

家なのか、自分 の所 にまた来たのかがよく分か らないので曖昧な表現になって しまう。

1視点③主語1

 「戻 る」は主語に人と物の両方を とることができるが、「帰る」は人にしか使えな い。「帰

る」場合は、帰属意識を持った思い入れのある場所 にしか行かな いので、意思のある人間

や動物などの生物だけに使 えるのだろう。

1視点④状態1

 「戻る」は生物以外の ものが主語 になれるため、「記憶が戻る」、「いい関係が戻 る」など

場所以外 にも、"状 態"が 元通 りになることを表す ことができる。

■まとめ

・「帰 る」 … 習慣的な行為。

     帰属意識のある場所 にのみ帰る。

     主語は意思のある生物のみ。

・「戻る」 … 必ず しも当然ではな い行為にも使える。

     一度いった場所にならどこへでも戻ることができる。

     主語は生物 に限定されな い。

     状態が元通 りになることも表す ことができる。
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■ 日本 語 教 育 の視 点 か ら

 「帰る」 と 「戻 る」 は共に 日常生活の中で も使 う頻度の高い言葉なので、初級者で もあ

る程度理解 してお く必要がある。教える手川頁としては、まず 「帰 る」 を3つ の軸(① 習慣

的な行為で ある こと、②帰属意識 のある場所にのみ 「帰る」 こと、③主語 は生物 に限定 さ

れ ること)に 沿 って例 を出 しなが ら説明する。そ してそ こか ら広げて 「戻 る」 にしか使 え

な い場合を例に出しなが ら、「戻 る」 につ いて説明し、2つ の使 い分けができるように練習

していくのが良いのではないだろうか。

執筆者

富田夏子

編集者

田邉寿子
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見 る ・見 え る、 聞 く ・聞 こえ る

■辞書的な意味(三省堂 新明解国語辞典 第四版)

-「見 る」(他 動 詞 ・上 一段)1

① 目を対象に向けて、その存在、形、様子 を自分で確かめる(*覧 る)

 例)「 野球 を見 る(=見 物す る)」

   「本を見る(=Aな がめる。B内 容を(軽 く)読 む)」

②物事 の状態 を、調査、(観 察、判断、評価)す る(*観 る)

 例)「 顔色を見る」 「風呂をみる」(湯 加減 を調べる)「運勢をみる」(=占 う)

   「出来ないものと見る」(=推 定する)「た とえ十 日かかると見ても」(=仮 定 して も)

③複雑な事項の処理や世話などを、責任を持 ってする。(*看 る)

 例)「 子供の面倒 を見 る」 「年寄 りを見る」

④好 ましくない状態 に実際に出会 う  例)「 ばかをみる」 「憂き目をみる」

⑤そ ういう場面 を実際に経験する   例)「 史上稀に見る～」 「類 を見ない」

⑥新たな状況 を迎える。～するに至る 例)「 完成(意 見 の一致、解決、実現)を 見 る」

巨見 える」(自 動詞:下 一段)1

① ものが何か によって妨げられる ことな く、確かにその存在を目で感 じることが出来 る

                例)「 富士が見える」「外野席で もよ く見える」

②そ ういう状態にあると判断され る 例)「 解決 したかに見 える」

③客観的にそ ういう状態が看取される。 うかがわれる。

                例)「 限界(かげ り)が見える」 「反省の色 も見えない」

④ 「来 る」の尊敬語。    例)「 先生が見 えた」 「まだ見えない」

1「聞 く」(他 動 詞 ・五段)山

① 音や声を耳で感 じる(知 る) 例)「 風のたよ りに聞 く」 「耳にタコができるくらい聞く」

② 聞いた内容を理解 して、それ に応 じる(*聴 く)  例)「 親のいいつけを聞く」

③尋ねる。問う。(*訊 く)  例)「 本音 を聞 く」

④酒 の味や香のにおいのいい悪 いを試 してみる    例)「 香を聞く」

1「聞 こえ る」(自 動詞 ・下一 段)1

①音や声が耳に感 じられる

例)「皮肉に聞 こえる(受 け取 られる)」「耳に聞 こえた勇者(誰 でも評判を知っている勇者)」

  「そ りゃ聞こえません(そ んな不合理な事を聞 くわけにはいかない)」
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 「みえる」 「き こえる」はそれぞれ 「みる」 「きく」 に自発の意味の 「ゆ」がついて派生

した ものである。

 自発は可能と混同しがちであるが、「みる」 「きく」に可能の意味を付加した単語は、 「み

られ る(ら 抜 きでは 「みれる」)」「きける」であ り、例えば 「このコンポでMDが きけるか

い?」 とい う文章が 「このコンポでMDが き こえるかい?」 ではな りたたないことか ら、「き

ける」 には可能の意味は含 まれていない ことがわかる。同様 に、「ここか らだ と海は見 えな

い」は 「ここか らだ と海は見 られ ない」 と置き換 える ことはで きず、可能 にも自発は含 ま

れない ことになる。

 つ まり、可能と自発の表現 は互 いに排他的であ り、一見近いよ うで明確 に区別 された表

現であることが分かる。

 (ただ し、ベネ ッセ表現読解国語辞典には 「見える」の意味 として、 「可能の意を伴 って、

『見る ことができる』の意を表わす」と載せて ある。 これは、 「見える」 「聞こえる」な

どの 自発の言葉 は、人間の視覚 ・聴覚 という感覚 に関する ことであ り、自発 としてその 「感

覚 に届 く」 ということは、人間の立場か らしてみ ると 厂見 える」は 「見 ることが可能 にな

っている状態」、 「聞 こえる」は 「聞くことが可能 となっている状態」 と同じものといえ

る。ゆえに、 「可能の意 を伴 う」 という意味が辞書に載せてあると考 えられる。)

■ 用 例 分 析

0

「～ を みる」

「～が みえる」

「～を きく」

「～が きこえる」

(例)r流 れ星をみる』

(例)r流 れ星がみえる』

(例)『 音楽をき く』

(例)『音楽がきこえる』

:見 よ うと思 って流れ星を見て いる様子 。

:予 期せず流れ星が 目に入ってきた様子。

:聞 こうと思 って音楽 を聞いている様子。

:自 然 と音楽が耳 に入 ってきた様子。

 「見る」 「聞く」 と言 う場合、通常前 に 「を」 という助詞を取 る。 「～を」で動作 の対象

を取 り出す場合、わた したちは 自分の意志 を持 って物事 を行な って いる ことを表わす こと

が多 い。反対 に、「見える」 「聞こえる」 という場合は、前に 「が」 という助詞を取る。 「○

○が～され る」 という形になると、 自分の意志 はないが、自然 とその行為を行なって しま

っているという 「自発」の表現意図が現れる。 「見え る」 の場合は、「自然に視界に入 って

しまう」、「聞 こえる」の場合は、「自然に耳に入って しまう」 ということを表す。

 例)空 気が澄んでいて、今朝はウチか ら富士山が見えた。

 例)物 静かな深夜、隣の部屋か らTVの 音が聞 こえた。

② 「～に見える」、 「～に聞 こえる」 という用法の場合

1)比 喩表現の補助 に使 う

「観覧車が花火 に見える」… 視覚対象に対す る比喩

「彼 の声がまるで音楽 のように聞 こえる」…  聴覚対象 に対する比喩
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2)自 分の主観的意見、推測を述べるために使 う

 「この不発弾は第2次 世界大戦中のものに見える」

 「それは難 しそ うに聞 こえるね」

→～のようだ、～そ うだに置き換 え られ る

 「この不発弾 は第2次 世界大戦中のもののようだ」

 「それは難 しそ うだね」

・見て判断、意見、推測 を述べる→見 える(英 語:look)

・聞いて判断、意見、推測 を述べ る→聞 こえる(英 語:hear・s0und)

■考察

陶点①助動詞 「る」1

「見 る」 と 「見 え る」、 「聞 く」 と 「聞 こえ る」 の違 い

→ 「見 え る」 「聞 こえる」 は いず れ も 「見 る」 「聞 く」+助 動詞 の 「る」

助 動 詞 の 「る」=自 発 、受 身、 尊敬 、 可能

中で も 「見 える」 「聞 こえる」 の場 合、 可能 、受 身 の意味 合 いが強 い

  「聞 こえ るか い?鳥 た ちの さ えず りが」… 可能

  「見 た くな いの に見 えて しまった」…  受 身

1視点②力点」

 「見る/聞 く」は、意識的な行動 によって知覚するときに用い、「見 える/聞 こえる」は、

そ もそ もの存在そ のものを指す。 「ここか ら山を見る」 というのは、山を見 る主体が存在 し

なければな らないが、「ここか ら山が見える」という場合 には、主体がいるか どうかは重要

ではな く、山が見えるという地形その ものに力点が置かれている。

◎ 一 幽 ー一

   見える、聞こえる一 ◎
 「～のように」を伴う場合 に関 して も、 「彼を外国人のよ うに見 る」は誰が彼を外国人扱

いして いるのだが、 「彼は外国人のよ うに見 える」は、彼はそ もそ も外国人のようなのだと

いう客観的な事実(そ れが客観的か どうかは ともか く、発話者は客観的だと主張 して いる)

である。
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※ 「話の筋が見えない」

 「私の話が見えてる?」 という言 い方は、話 というものは視覚的に捉 えることはできな

いので、この時点で比喩的である。先ほどの議論に沿 って考えれば、 「話が見える」 という

のは、話 に力点が置かれた客観 的な話題 のはず だが、 ここでは どちらか というと主体 的な

行動を話題 にしているので、な りたたな い。

 話の筋 というものは視覚的に認知できるものではな いのに、なぜ 「見 る」 という動詞 を

用いるのか。英語でも 「分かった=Isee」 と見 るという言葉 を用いるが、辞書を引いてみ

ると 「見 る」 には理解す るという意味も含 まれているよ うだ。では、なぜ 「話の筋を見な

い亅 と言わないのか。 この言葉 を使用す る状況 は、話 を理解できない という状況であ り、

理解 しない という状況ではないか らだ。そのため ここでは話の筋 を見 ることが出来て いな

いという意味で、可能 の意味を持つ 「見える」 を用 いる。

■ ま と め

 「見える/聞 こえる」は 「見 る/聞 く」 に助動詞 「る」のつ いた形であるか ら、助動詞

「る」のもつ、自発 ・受身 ・可能 ・尊敬の意味を持つ。

 「みる」 「きく」は対象を主体 的 ・意図的に視覚または聴覚で知覚 しようという行為 をさ

す のに対 して、「みえる」 「きこえる」は、何者かがそれ を知覚 しようと意図すれば知覚で

きる、もしくは知覚主体 の意図とは無関係に知覚 してしまう状態 をさす。

 また、「みえる」「きこえる」の前に 「に」を伴って、見た り聞いた りした結果、そ う 「判

断 した」、「推測 した」 ことを述べて いることを表す。

■ 日本語 教 育 の視 点 か ら

 「みる/み える」 「きく/き こえる」の対応 を、自発 という文法用語を用いて説明する こ

とは、一般の 日本語学習者 に対 しては有効ではない。言語 によって単語の分節化が異な る

ように、文法の範疇 も異なる。た とえば英語は 日本語ではあま り用い られない非生物主語

を多用す るし、韓 国語は 日本語 ほど受動文を用 いず、中国語は 日本語 よ りはるかに使役分

を多用する。文法は概念 と概念の結びつき方 を規定するが、そ の方法 は言語 ごとに固有で

あり、同 じ状況 を同じ文法(例 えば 「使役」 とい う文法)で 示す とは限 らない。

 よって、「みる/み え る」 「きく/き こえる」の対応を説明す る際には、文法的な解説で

はなく、意味用法の解説が必要となる。

執筆者

朴廷珍 伊藤貴祥 戎屋紘子 別所佑子 副田邦生 石田充 黄佳瑩 富田夏子
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足す ・加 える

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

た ・す 【足す】(他 動詞五)

必要 を満たすべ く、同質の(と 認め られる)物 を加える。

「一 に一 を足す/足 して二で割る式/も う千円足せば、 もっと良い物が買える 〔e実 質への

考慮が少ない形式論〕/ス トーブに石油を足す/塩 を少 し足す/書 き足す ・言 い足す」

ようをたす 【用 を足す】

θ 「出かけたつ いでに用 を足す/そ のほか二、三の用を足 してか ら帰る」

㊤ 「道端で用を足す」

くわ ・える 【加える】(他 動詞一)

e前 か らあるものの外 に、新たな要素を取 り入れる(て 、大きな一まとまりとする)。

「マニラを訪問先 に加 える/新 人を加えて、チームを再編成す る/仲 間に加 える/味方 に加え

る/新 会員 に加 える/論 評を加えず(に)〔=ま じえないで〕報 じた」

◎④現状 を改善す る(それ までの不備を補 う)ために、なん らかの方法 を講 じる。

「手(手 心 ・筆 ・メス)を 加える/説 明を加える/おかゆに塩 を加える/中 国語の文法に鋭い考

察 を加 える/簡 潔な説明を加 える/一 切修正を加えない形で確定」

⑧相手に影響の及ぶよ うな行為 をこちらか ら積極的にする。

「攻撃(圧 力 ・危害 ・リンチ ・体罰)を 加える/一撃 を加えた/侮 辱 を加 えて追い出す/敵 に損

害を加える/暴行 を加える/治療 を加える」

㊤そ の度合が今 までよ りも格段 に強 くな る。

「緊迫の度を加える/激 しさ(重 み ・明るさ)を加える」

■用 例 分 析

・「足す」 「加える」両方使 える例

一に二を足す○/一 に二を加える○

塩を足す○/塩 を加える○

書き足す○/書 き加える○

今あるお金 にもう少 しお金 を足せば買える○/今 あるお金にもう少 しお金 を加 えれ ば買え

る○

味が薄いか ら醤油 を後ひ とさじ足 して○/味 が薄いか ら醤油を後ひとさじ加えて○
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・「足 す」 のみ 使 え る例

用を足す○/用 を加える×

言葉 を足す○/言 葉 を加える×

・「加える」のみ使える例

攻撃 を足す ×/攻撃を加える○

味方 を足す ×/味方を加える○

※義捐金 に毛布を足 して被災地に送る ×/義捐金に毛布を加えて被災地に送る○

※醤油に砂糖 を足 して味を調 える×/醤 油に砂糖 を加えて味を整える○

ー考察

-視点①語感の違い-

 語感か ら見ていくと両方使 える文章で 「一に二 を足す、加える」は、文法上両方成立す

るが、語感が違 うと思われ る。 「足す」 の場合は一と二 という数字の足 し算であるが、 「加

える」は物や人が増加する概念で あるよ うだ。この場合、一と二 というのは数字ではな く、

具体 的な裏づけのある数であると考 えられる。

-視点②予定の有無一

 「塩 を足す、加える」 の場合、 「足す」 は塩の不足を補 うためにす る事であ り、「加 える」

は予め決まって いる量を合わせ るために行 う事だ と思われる。例 えば、 「塩を足す」は、す

でに塩 を入れたが、まだ足 りないので、「予定外にもう一度塩を入れ る」という行為である。

一方、「塩 を加える」は 「予定された量まで塩 を入れ る」 という行為 となる。

1視点③付加するものが同質かどうか1

 「足す」 のみ使 える例 と 「加える」のみ使 える例は、付加す るものによって 「足す」の

みになるか 「加 える」 のみになるかが決まるのではないか と思 う。「足す」のみの場合は※

例を見れば分かるように同質のものを付加す ると考えて も良いと思 う。それ に対 して 「加

える」のみの場合は※例か ら考 えると 「足す」のような制限がな く異質の ものでも構わない

よ うである。

■まとめ

足す …  語感が数的概念。予定外。足すものが足され るものと同質。

加える …  語感が物的概念。予定内。加えるものが加え られ るものと異質。
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■ 日本 語 教 育 の 視 点 か ら

 「足す」の意味に関 しては、足 し算 を用 いれば容易である。「加える」は調理の場面を演

じると教えやすい。

 「足す」 と 「加える」のニュア ンスの違いを教 えるのは難 しい。 まとめにあるよ うなニ

ュアンスを伝えな くてはな らな いので、数字や絵やアイテムを使って、視点 ごとに見せて

いく。数字の操作 と具体物 の連想で、そ の重みの違いを表現 してはどうだろうか。

執筆者

金鍾大

編集者

四元憲太郎
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たわむ ・しな る

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

【たわむ】

〈撓む〉[細長い棒や枝が]力を加 えられて、そ り曲がった状態になる。

例=「 雪で木 の枝がたわむ/大 車輪で鉄棒がたわむ」

【しなる】

〈撓る〉[東北方言】しなう。

⇒ 【しな う】

  〈撓 う〉弾力が有って、折れず に曲がる。

  例:「 枝が しなう」

■用例分析

○スキー板がたわむ/ス キー板が しなる

○枝がたわむ/○ 枝がしなる

○糸がたわむ/× 糸がしなる

⇒細かい状況 ・状態での用例 を挙げてみる

○実がた くさんなって枝が しなる

○実がたくさんなって枝がたわむ

○雪の重みで枝がしなる

○雪の重みで枝がたわむ

○剣道の竹刀がしなる

○剣道の竹刀がたわむ

■考察

牌点①描写している状態の違い1

 用例分析 の最上部 に記載 している用例 を見て も、多 くの場合 において 「たわむ」 と 「し

なる」の両方 を用 いることができる。ただ し、状況や状態を限定 してみると 「たわむ」 と

「しなる」を使い分け している ことがわかる。
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 わか りやすい例 として、「竹刀がたわむ/し なる」を挙げてみる。剣道で竹刀を振 り下 ろ

す ときに、素早く振 り下 ろしている様子 をゆっ くり見 ると、竹刀が しなやかに曲がって見

える。 この振 り下 ろしているときの竹刀の状態が 「しなる」である。

鵡!%/

沃 区__
 逆 に、振 り下 ろして相手の面に当たった とき、つま り外 的な 目に見 えるもの に当た って

曲が った状態を 「たわむ」である。

ノ

「竹刀がたわんで いる」状態

1視点②元 に戻るかどうか1

 「○糸 がたわむ/× 糸が しなる」において 「しなる」を用 いることはできない。これ は、

辞書記載の意味 にあるように、 「しなる」は 「弾力が あって曲がる」場合において用 い られ

るためである。

 「雪の重みで枝が しなる/た わむ」状態 もみてみ る。

 まず、枝 が 「たわむ」 という場合は、重た いものが枝 に乗っかるな どしてそ の重みで枝

が垂れ下がる ことをいう。つま り、外部の力を加 えられてそ の力に耐えきれず に曲が って

しまう状態、「曲がっている状態」である。
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下向きの方向

田[コ〉

た わ む と ・・

雪

ノ
枝

 今度は枝が 「しなる」 という場合 についてみてみる。 この用例 においては、雪の重みで

枝が垂れ下がって いる状態 を 「たわむ」 と言ったが、 この雪がそ の重みで、枝か ら落 ちた

とき、枝の柔軟性や弾力性 によって重みの反動で戻ってくるような状態を指す。

 このよ うに、枝が元の状態 に戻 ることを意識 しているのが 「しなる」であ り、曲が った

状態 を表現するのみに留ま り、枝が元の状態 に戻るか どうかは意識 していな いのが 「たわ

む」である。

ー ま とめ

 竹刀や枝の状態か らみてみると、外部か らの力によって 「曲がっている状態」の とき(い

わば 「静」の状態)に 「たわむ」を用 い、柔軟性や弾力性 をもち、その柔軟性 によって曲が

っている状態(いわば 「動」 の状態)に 「しなる」を用 いるといえる。

■ 日本 語 教 育 の 視 点 か ら

 「たわむ」 と 「しな る」 という語 自体普段用 いられる ことが少ないため、 しっか りと使

い分 けできるようにな らなければな らないというわけではないが、実際に教える場合、分

析でも用いた竹刀や枝 の例 を用 いれば使 い分けの状態を提示 しや すいよ うに思 う。 また、

「糸がたわむ/し なる」 のよ うに、 どち らか一方が用 い られない場合 も少ないので、 この

例のように出てきたときに、特別な場合 として、教えて も問題はな いと思 う。

執筆者
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かわ いい ・かわ い らしい

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

【かわいい】

  〔雅語 「かははゆし」か らきた 「かはゆい」 の変化。原義は、ほうっておけば悪い事

 態 になるのをそのまま見過 ごせない、の意。〕

① 自分よ り弱 い立場 にある者に対 して保護の手を伸べ、望 ましい状態 に持 って行 ってや

 りたいと思 う(気持ちを抱かせ る)感じだ。

  「親な ら自分の子がいちばんかわいい」 「私のかわいい子犬」

  「まだかわいい 〔=憎めな い〕所が有る」 「かわ いい声で歌う」

② 小さくて頼 りない(弱よわ しい)感じが して親近感を抱かせ る様子だ。

  「かわ いい 〔=小さいな りに観賞に耐える〕花」 「かわ いい 〔=小型の〕電池」

【かわい らしい】

 見た 目に小 さくて、印象がいい様子だ。

■用 例 分 析

両方使 える場合

・かわいい人/か わいらしい人

・かわいい服/か わいらしい服

・私 の娘はかわいい/私 の娘はかわ いらしい

かわいいのみ使 える場合

・私 は娘がかわ いい○/私 は娘がかわいらしい×

かわ い らしいのみ使える場合

・かわい く振舞 う△/か わいらしく振舞 う○

■考 察

 「かわい らしい」の成 り立ちは、「かわ いい」とその語幹に 「一 らしい」がついた形で 「か

わいい」が もとになっている。

區点①属性形容詞と感情表現形容詞

 (1)私 は娘がかわいい。○

 (2)私 の娘はかわいい。○
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 2つ の文のかわいいは違 う意味を持つ。(1)の 「かわいい」は私 自身が娘を愛する気持ち

 を表わす感情表現形容詞であるのに対 し、(2)の 「かわいい」は私 の娘が一般的に見てか

 わいいという状態を表わす属性形容詞になっている。

 この2つ の文をそれぞれかわいらしいに言い換 えてみ ると …

 (3)私 は娘がかわい らしい。×

 (4)私 の娘 はかわい らしい。○

 というように(3)の 文は明 らかにおか しい。つま り、 「かわ いらしい」 には主語の感情 を

表わす意味を持 っていないことがわかる。

1視点②付随す るイ メージ1

 (5)か わいく振舞 う△

 (6)か わい らしく振舞う○

 この2文 の場合、「かわい らしい」の方が、「かわいい」よ り適切であるように感 じる。「か

わいい」が事物の属性を表わす のに対 し、 「かわ いらしい」は 「かわいい」 に含 まれ る 「見

た 目が小さく、愛嬌があって好 ましい」 という部分を取 り出した属性形容詞である。 「振舞

う」な どの動作性の動詞につ く副詞的な 「かわい らしく」 には、小 さい、愛嬌があるな ど

子供 を連想させるところがある。

 (7)1組 のA先 生かわいいよね～

 (8)1組 のA先 生かわいらしいよね～

 (7)の 先生よ り、(8)の 先生のほうが、背が小 さいというイ メージが沸 く。子供やペ ッ ト

に使われ ることが多いせ いなのか、 もともとの意味がそうなのかわか らないが、「かわい ら

しい」には小さ くまとまっているかわいさを指 しているように感 じる。

1視点③見た目と内面

 (9)あ のおっさんかわいい。

 (10)あ のおっさんかわい らしい。

 (9)の 文は、本来 「おっさん」 という単語が 「かわいい」とは馴染みにくく、「おっさん」

が文字通 りの意味でかわいいということはあ りえな い。それ にもかかわ らず使用され るの

は、 「おっさん」 の見た 目がかわいいのではな く、おっさんの内面的な部分がかわいいとい

うことを表わ している。

 一方、(10)は 「かわ いらしい」を使用 しているが、強烈な違和感を覚える。これ は、「か

わい らしい」が内面ではな く、文字通 り見た 目のことを表わ している為であ ると考え られ

る。昔は 「かわい らしい」は 「おっさん」 に対 し用いなかった。 しか し、現代 の語用 の変

化 のあお りを受けて 「かわい らしい」 も 「おっさん」 とい う単語 には絶対に結びつかな い

ということが言えな くなっている。
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■まとめ

「か わ い い」 ・属性形容詞 にも感情表現形容詞にもな る。

・見た 目+内 面

「か わ い らしい」 ・属性形容詞である。感情形容詞 として使えない。

・小 さくまとまっているかわいさを示す。

・見た目(ただし、語用が変化 してきている為一概 に言えない)

■ 日本 語 教 育 の 視 点 か ら

 形容詞として多用されるであろ う 「かわ いい」 と 「かわいらしい」 の違いは 日本語 学習

者 にとって、疑問が生 じる ことが多 いはずである。その ときは、視 点① の属性形容詞 か感

情形容詞かだ けを間違えないよ うに指導するとよい。方法は文の書 き換 えによって、(3)

私は娘がかわいらしい、だけは言 えないことを示せ ばよい。残 りの視点は例 え逆に使 った

としても間違 いではないので、授業では訂正 しな くてよいだろう。 日常の生活の中で学習

者が学ぶべき事項である。

執筆者

四元憲太郎

編集者

武政美希
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(～ しな けれ ば)い けない ・(～しな けれ ば)な らな い

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第四版)

【い けな い】

① よ くな い。

【な らな い】

①(… す る ことは)許 され な い。

②(… す る ことが)出 来な い。

③ ど う しよ う もな い。

■用例分析

-両方使える場合1
・お金を届けな ければな らない。/お 金を届けなければいけない。

・規則を守 らな ければならない。/規 則 を守 らなければいけない。

1ならないのみ使 える場合-

暑 くてな らない。

な くてはな らな いもの(慣用表現)

基本 的には 「いけな い/な らな い」 はどち らも使 えて、その事柄 に対する主観性と客観性

というスタンスの差 しかない。 しかし 「～な らない」は慣用的な表現が多 い。

■考察

i視点①事柄に向き合うスタンス1

 「いけない」 と 「な らない」の基本的な違いは、「いけない」は主観的な立場 に立 って物

事 を判断 しているのに対 して、「な らな い」は法律や規則のような ものと照 らし合わせて、

客観的に判断を下 している。

區点②慣用表現1

 ある状態ではいられない状況を 「な らない」では表す。た とえば、「油断な らない」 であ

れば油断す る状態ではい られない状況の ことを表す し、 「我慢な らない」であれは我慢する

状態ではい られない状況 を表す。 「いけない」 には この用法はない。 「我慢 いけない」 とは

言わない。
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 自発の どうしようもない感情 を表す ときに、 「な らない」 は使えるが 「いけな い」 は使 え

な い。た とえば 「心配でな らない」 と言 うときは、心配で どうしようもない感情 を表 して

いる。 しかし 「心配でいけない」 とい う言い方はない。

i視点③位相の違い1

 日常の些細な場面では、一般的に 「いけない」を用いる。「な らない」は規範や法 といっ

た背景があ り、厳かな意味を持つので、ち ょっ とした事で用いるとおかしく聞 こえる。用

例 の 「ご飯 を食べ る時 は手を洗わな くてはいけない」 を 「洗わな くてはな らない」 にす る

と妙に厳格な感 じが しておか しい。

 話 し言葉が 「いけな い」、書き言葉が 「な らな い」 と相性がいい。会話は個人の経験や主

観 に基づ いて為 されることが多 く、文章は一般性 を持たせるために、客観的事実 に基づ く

ことが多いか らである。

■まとめ

・「いけない」…  主観的に物事 を判断 してその行為を止める、 もしくは人に指示す る。

        日常会話でよく用 いる。

・「な らない」…  客観 的に物事を判断してその行為 を止める、 もしくは人に指示する。

        慣用表現 として、ある状態ではい られない状況。 自発的感情 としてコ

        ン トロールできない感情 を表す。

■ 日本 語 教 育 の視 点 か ら

 「いけない」 と 「な らな い」 は大きく分けると主観的か客観 的によって大別 され る。 ま

ずは、それ を教えるべきである。 「いけない」はやんわ りとした雰囲気、「な らない」 は強

い 口調で厳かな雰 囲気 を出 して演技す るとよい。「ならない」が客観的事実に基づいて いる

ことをアピールすれば、それほ ど難 しくないだろう。

 「我慢な らない」や 「心配でな らな い」のような、「な らない」 には状況的視点と状態的

視 点に関 して 「いけない」にはない意味が存在す る。使 う場面が限 られるので、例外 的に

列挙 して覚えさせ るとよい。

執筆者

渡辺信太郎

編集者

庄司由香里
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危 な い ・危 うい

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第四版)

・あぶない 【危ない】(形)

 ① 安全が保障出来ない様子だ。 「危ないお もちゃ」

 ② 情勢がきび しく(状 態がひどくて)、 うま く助か るか どうか心配だ。

                  「今 日、明 日にも危ない(:死 が近づいて いる)」

 ③ よい結果が期待 出来な くて、不安だ.怪 しい。 「危ない空模様だ」

・あや うい 【危 うい】(形)

 ① 滅亡や崩壊のおそれが 目前 に迫って いる状態だ。 厂危 うい所を助かった」

 ② 「あぶない」の雅語的表現.「 危 うく衝突 させ る所だった」

 「危ない」 と 「危 うい」は大まかに言 うと共に"危 険である"と いう意味だが、①原 因

の明確度、②現時点での危険度、③ 口語と文語、 といった三つの面で違 いがでてくる。

ー用例分析

両方使える場倒

○命が危ない/○ 命が危うい

○ このままでは社長の椅子が危ない/○ このままでは社長の椅子が危 うい

○卒業が危ない/○ 卒業が危うい

1危ないのみ使 える場合1

0道 路で遊ぶのは危ない/× 道路で遊ぶのは危 うい

○危 ない橋を渡 る/× 危 うい橋を渡 る

1危ういのみ使える場合-

×危な さを孕 んでいる/○ 危 うさを孕んで いる

-考 察

一視点①原因の明確度について1

 「危ない」 と 「危 うい」では、 「危ない」の方が原因が明確である場合 に使 い、「危 うい」

は不明瞭である場合に使 う。例文で 「危ない」 しか使 えない場合 として、「道路で遊ぶのは

危ない」 という文 を挙 げたが、 これは危険な原 因がはっき りしているか らで ある。道路で
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遊ぶ のがなぜ危険かと言 うと、"車 が通るか ら"で あ り、一 目瞭然である。原因が明確 な出

来事 には 「危ない」が適 してお り、 この場合 に 「道路で遊ぶのは危 うい」ではおか しな印

象 を受ける。

 逆 に 「危うさを孕んでいる」という文では、「孕む」という動詞 自体が 「中に含 んで持つ」

という目に見えにくい曖昧な表現であって、"危 険が内在 している"と いった ことを伝 える

には 「危 うさ」と合致す る表現である。「危なさを孕んでいる」では変な感 じが して しまう。

�点②現時点での危険度について

 「危ない」はもう現時点ですでに危機に瀕 しているが、 「危 うい」はその一歩手前の状態

にあることを意味 している。両方使える場合の例文で 「命が危 ない」 と 「命が危 うい」 を

挙 げたが、例えば男が人質 を奪 って逃走 した時、印象 として 「人質の命が危な い」 と聞 い

た時 には"明 日まで に1000万 円を払わなけれ ば人質が殺されて しまう"と いったよ う

な状況を思いつ くが、「人質の命が危うい」 と聞いた時は"こ のまま犯人が見つか らなかっ

た ら人質の命 も保障できな い"と いった ことを思いつ く。どち らも危険な状況にあるが、厂危

な い」 と言った時の方がよ り危機が迫った状態 にある印象を受ける。 これは、①原因の明

確度が関係 してお り、 「危ない」の方が危険の原因がはっき りして いるということは、やは

りそれだけ危険が押 し迫っている状況 にあるとい うことなのだ と思 う。車に轢かれそ うに

なった時に 「危ない!」 とは言うが 「危うい!」 とは言わない。

1視点③ 口語 と文語について1

 「危ない」 と 「危 うい」について考 えた時、「危ない」の例文はす ぐに思いついたが 「危

うい」の方はなかなか思 いつかなかった。私達は 「危 うい」 とい う言葉を日常生活で使 う

ことがほ とんどな く、 「危 うい」は改まった文章の中で見 る程度である。「危 うい」 は辞書

の中で も"「あぶない」の雅語的表現"と 書かれてお り、「危ない」は主に口語で 「危 うい」

は文語 という分け方ができると思 う。

■まとめ

・「危ない」…顕在的。 もうすでに危険状態にある。

      具体的。

      口語表現。

・「危 うい」・--潜在的。危険な事態に近づきつつ ある過程にある。

      抽象的。

      文章表現。
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■ 日本 語 教 育 の視 点 か ら

 「危ない」 と 「危 うい」 を日本語が母語でない学習者 に説明す る時は、①原因の明確度

と②現時点での危険度に注 目させて、様々な状況 を例 に出 していってそれが 「危な い」状

況なのか、それ とも 「危 うい」状況なのかを実際に考えて もらうよ うにして いった らいい

のではな いか と思う。

 ただ、普通に生活 して いる中で 「危 うい」という言葉 を使 う機会はほとんどない上に、「危

うい」を 「危ない」 と言 っても意味は理解できるので 「危ない」を優先的に使いこなせ る

ようにす る方が実用的で、特に初級者は二つの違 いを明確に知る必要はない と思う。

執筆者

富田夏子

編集者

庄司由香里
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うち に ・間 に

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

・「～ うちに」

その要素が、初めか ら終わ りまで持続 して いることを表す。

 「貧苦のうちに成人す る 〔幼いときか ら貧乏をなめ尽 くして〕」

 「オペラは成功のうちに終わった 〔結果的に大成功だった〕」

・「～間 に」

①直接続かない二つの点(物)の 非連続部分 に存在す る空間 ・時間な ど。

 「木立 の間の 〔すきま〕か ら空がのぞ く」

 「間 〔絶え間〕 を置 いて痛む」

② 一続 きの時間 ・空間。

 「夫婦の間には三人の子がある」

 「私が生きている間 〔限 り〕ぱそんな事は しないでほしい」

 「昔尾張美濃 の間 〔地方一帯〕を流浪 していたころ」

リ用例分析

卩 ～ うちに」のみ使える場倒

日が暮れないうちに

一瞬の うちに

1「～問に」のみ使える場合i

生徒の間に人気がある

授業と授業の間に休憩する

1両方使える場合1

食べているうちに/食 べて いる間に

寝ているうちに/寝 ている間に

知 らないうちに/知 らない間に

冬の うちに/冬 の間に

晴れているうちに/晴 れている間に
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■考察

1視点①意味の共通部分と相違部分1

「うちに」 と 「～間に」 という言葉 は、基本的 には共有される意味 として 「限定性の ある

時間」 を持つと考 える。限定性のある時間 というのは、始 まりがあって終わ りのある時間

の ことを指す。例 えば 「冬のうちに/冬 の間に」とい う文では、冬という季節の始 ま りと

終わ りがある。 「食べているうちに/食 べている間に」では、食べ始めか ら食べ終わるまで

の時間がある。

 その中で、「～うちに」には、更に瞬時の要素が強いと考 える。例えば、「一瞬の うちに」、

「今の うちに」 という例文では、ある一時 の非常 に限定的な期間であ り、再び来 ることは

ない、 ということを表 している。

 その一方で、 「～の間に」は、人や物、非連続性の間に存在する空間 ・状態の意味 を含む

ことがある。例 えば、「授業 と授業の間 に」 の例文では、離れている授業同士の問を指 し、

「生徒の間に人気がある」の例文では、生徒たちの中で共有される状態 を指 している。

限定性のある

  時間

非連続部分の

ある状態 ・空間

「うちに」では、 「夜が明けないうちに」のように、 「夜が明ける」時点が来 るとできな く

なることを、そ の時点よ り前に して しまうことに重点があ り、それを 「あいだに」 に変え

ることはできない。

「子供が寝ているうちに掃除をして しまう」な ら、いつ来 るかわか らない 「子供が 目を覚

ます」時点を意識 して、その時点が来 るとで きな くなる 「そ うじを」 して しまうことに重

点があ り、 「子供が寝て いるあいだに掃除 をして しま う」な ら、 「子供が寝て いる時間帯 に

掃除をする」 ことを指 している。

「私が生きて いるうちに帰って来い」は何時死 ぬか もしれないか ら、その時点が来る前に

「帰れ」 という意味であ り、「私が生きているあいだに帰って来 い」は、 「生きて いる」 と

71



いう限定された時間に注 目し、「帰る」行為は 「生きて いる間」の どの時点で も良い ことを

表わ している。

「本 を読んで いる うちにうとうとして しまった」 と 「本を読んでいるあいだ にうとうとし

て しまった」だ と、後者が 「本 を読んで いる」 という限定 された時間内で起 こった ことを

指す のに対 し、「本を読み終える」時点がわか らないまま、「うとうとする」 という次の行

動が起 こった ことを指 している。前者では 「読む」行為が連続 して いるが、後者では 「読

んだ りうとうとした り」で 「読む」行為は不連続である場合 もある。

「間 に」 という言葉に関 してだが、「～間(あ いだ)に 」 と 「～間(ま)に 」 という言葉の

違 いについて、 これ らは音の違いで あり、基本 的に言葉の使 い方 は変わ らない。古典 の時

代か ら使われて いた表現が この 「～間(ま)に 」 という言葉であ り、そ の用法は慣用表現

となっている。この ことの例 として、「知 らぬ間(ま)に 」と使った ときには 「知 らぬ間(あ

いだ)に 」 ということはできないが、「知 らない間(あ いだ)に 」と表現する際には 「知 ら

な いうちに」 と使用する こともできて しまう。期間を示す意味で使用 した際 には、かつて

の使用方法 と、変わ らないと考 え られ る。 しか し、古典文法 には 「間(ま)」 と使用 した際

に 「暇」 という意味が含 まれた場合 もある点では若干異なる。

i視点② 口語と文語-

 使用方法 に関 してだが、「間(あ いだ)に 」 と 「～うちに」の違 いは、 口語的表現方法 と

文語的表現方法の違いが あるといえる。文章な どに書いた とき、一語 一語 を選んで書いた

りす る場合には、「～間に」 という言葉が使われ傾向にある。そ して、 日常会話の中で 「う

ちに」 という言葉は良く使われているという点に多少の使用方法の違いがあるといえる。

-ま とめ

「～ うちに」 と 「～間 に」の両方 に共通する要素 として、限定性 のある時間がある。

その中で、「～うちに」では、瞬時の要素が強 く含まれ、「～問に」では非連続部分の状態 ・

空間を含むものがある場合がある。

 そ して、 「～ うちに」 は口語表現 的であ り、 「～間に」は文語的表現 として区別 され る場

合 もある。

■ 日本 語 教 育 の視 点 か ら

 基本的には同じ意味を持つが、 「～ うちに」 と 「～間に」には、それぞれ限定的な意味が

ある ことを説明しなければな らない。 どち らの言葉 も日常生活で良く使われ る言葉なので、

初級 レベルの段階から意味の違 いを理解 して もらうのが理想であると考える。

 その上で中 ・上級 レベルになった ら、 口語的 ・文語 的表現の違いを示 していけれ ば良い

と思 う。
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か ら ・ので

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第五版)

「か ら」 [接続助詞]

    ① 前件 の事柄が後件の事柄 の原因 ・理 由となることを表す。

      {命令 ・依頼 ・推量 ・意志 ・主張な ど、話 し手の主体的な立場で述べ る場合

      に多 く用いられ る。}

      「寒いか ら窓 を閉めて くれ」 「星が出ているか ら明 日もいい天気でしょう」

    ② どの事項が前件の事柄の原因 ・理由である ことを表す。

      「今年の米の作柄が悪かったのは、盛夏に気温の低い 日が続 いたか らだ」

    ③[終 助詞的に]相手 に向かって強い決意 を表す。

      「そんな事を した ら承知 しないか ら」 「もうどうなって も知 らないか ら」

      「誰が何 と言お うと私はやめないか らね」

「ので」 前件が理由 ・原因となって、後件 に述べる事柄が起 こることを表す。

     「風が強いのでほこりがひどい」 「ス トライキで電車がとまったので遅刻 した」

■ 用例 分析

①先生 「どうして欠席 したのですか?」

 ×学生 「風邪をひいたか ら、欠席 しました。」

 ○学生 「風邪をひいたので、欠席 しました。」

②学生A「 どうして昨 日休んだの?」

 ○学生B「 風邪をひいたか ら、欠席 した。」

 ×学生B「 風邪をひいたので、欠席 した。」

③○電車が遅れたか ら、遅刻 しました。

 ○電車が遅れたので、遅刻 しました。

④○彼が休 んだか ら、私が代わ りに出席 しま した。

 ○彼が休 んだので、私が代わ りに出席 しま した。

⑤○何と言われようと、私は行かないか ら。

 ×何 と言われようと、私は行かないので。
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⑥○そんな ことをして、 もうどうなって も知 らないか ら。

 ×そんな ことをして、 もうどうなって も知 らないので。

■考 察

閥 点①丁寧さ-

 用例①や② か ら、相手や 場面の状況で、 くだけた表現でよい時は 「か ら」を、丁寧な表

現 にす るべき時は 「ので」 を用 いる。

 丁寧 さという面で、話 し言葉では 「か ら」が、書き言葉では 「ので」が好 まれる。

C点 ②主観客観一

 用例③の場合は、場面の状況を無視すれば、「か ら」 「ので」 どち らを用 いて も、文 とし

ては成立する。しかし、ニュアンスが異なる。「電車が遅れたから、遅刻 しました」の方は、

言い訳のように聞 こえ、主観性が強い。一方、「電車が遅れたので、遅刻しました」の方は、

客観的事実に照 らして、電車が遅れれば遅刻す ることは当然である、 という客観 的視点が

はいる。

區点③感情、意思表現一

 用例④ 「彼が休んだか ら、私が代わ りに出席 しました。」 には、「彼」 に対する非難や怒

りの気持ちが若干感 じられ る。一方、「彼が休 んだので、私が代わ りに出席 しました。」 に

は、「彼」が休 んだことに対す る個人的な感情を表わ さず、事務的にその事実を述べて いる

という印象がある。視点① 丁寧 さか らの派生視 点と言ってよい。丁寧であることは感情表

現 を抑えることだか らである。

 用例⑤や⑥ のよ うに、 自分 の意思 を示す時 には、 「か ら」 を用 いる。「ので」は口を大き

く開かな い発音の通 り、控 えめな単語なので、意思表明する時はな じまない。

■ ま とめ

「か ら」…  辞書 にもあるよ うに、話 し手の主体的な立場が強調される場合が多 く、主観

      的な印象を抱かせ る。そ のため、話 し手の依頼や主張な どを表現する際にも

     用 いられる。それ に加えて、話 し言葉的で くだけた印象、時には子供 っぽい

     印象 も抱かせる。

「ので」… 客観的事実や、原因か ら一般的に当然に生 じる結果 を述べる際に多用 され る。

     そ の客観性か ら、事務的な印象 を抱かせる。 また、感情的な印象を持たせな

     いため、丁寧表現で 「か ら」の代わ りに用いられることが多い。
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■ 日本 語 教 育 の視 点 か ら

 場面で使 い分けを見せて、丁寧 さをわか らせ るのが近道 と思われる。先生と学生 の場面

では 「ので」 を、学生同士では 「か ら」を使 うというように、割 り切って見せ る。「か ら」

をくだけた調子 で言 うのがポイ ン ト。

執筆者

中本綾子 真後広子

高橋怜子 今井蘭泉

編集者
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なぜ ・どうして

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

【な ぜ 】 ① どういう理 由でそ うなのか と疑問を抱 く(問いかけた くなる)様子。

 「人間はなぜ死 を恐れ るのだろう/なぜ出席 しないの/怒られたのはなぜだか

 わか らな い」

【どう して】① 問題 を解決す るため の手段 ・方法 について思 い悩む(問いかけたいと思 う)

      様子。「どうして切 り抜けるかが問題だ」

     ②そのような事態 になった理 由が分からな くて判断に苦 しむ(問いかけた いと

      思 う)様子。 「どうして分か らないんだろう/どうして怒れようか」

     ③実際の程度が予測を超えていることに驚きを禁 じ得ない様子。[感動詞的に

      も用い られる。「いや、どうして、なかなかのものだ」]

       「なかなか どうして一筋縄ではいかない/どうしてたいした腕前だ」

■用 例 分 析

①なぜ、 この問題が分か らないの?

② どうして、 この問題が分か らないの?

③ こういう結果になったのは、なぜか説明せよ。

④ こういう結果 になったのは、どうしてか説明せよ。

-考 察

1視点①論理と感倒

 ①②の例 文を比較する と、① の方は、 こんな簡単な問題なのに解 けなかったの?と 少 し

責める意味を含んでお り、② の方は、どういう考 え方 をしたの?使 う公式が分からな いの?

と分か らない理由その ものを尋ねて、それを聞いた ら、助言をして あげようという意 味を

含 んでいると思 う。

 ③④ の例文 を比較すると、③の方はデータ、数値な資料に具体 的な資料に裏付けされた

ことを基に説明 しな けれ ばな らない意味をふ くんでお り、④ の方は感情な ども含め説 明 し

なければな らない意味をふ くんでいると思 う。③④ の使われる場面を想定 してみる。

③ の場合はよ く数学の問題で 目にする。証明の問題である。数学の証明の問題を解 く。

つ ま り数式 を変形 させた ものを利用 した り、数値を利用 した り、具体 的なデータに裏付 け

されたものを用いて、論理的に証明するのである。
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 ④ の場合は友達 を意見の言 い合いになった時な どに用いる。 この理 由にはデータな ども

関係 して くるとは思うが、主を占めるのは個人の感情である。

 また、② を反語表現 として用いる場合がある。 「どうして、 この問題が分か らないの?」

→ 「普通分かるよね。」 という反語である。反語 を用 いる時は、感情が高ぶ っている。 この

ように、「どうして」 は感情的な副詞である。

1視点②公麺

 「なぜ」に比べ、 「どうして」は公共性の高い場で使われる ことが多 い。それは、 「なぜ」

は答えに客観性を求めるため、 いい加減な ことが言えないか らである。そのため、大勢 の

人や、テ レビの前な ど、改まった場で 「なぜ、彼がそ んな ことをしたのか と言 うと…」や

「なぜ、そ う思われますか」な どのよ うにして 、敬語 と結びついて使われる ことが多 い。

また、 「なぜ」が書き言葉 として多 く用い られ ることも、紙上に記録 として残るため、慎重

になっているのだ と考え られる。

 一方、 「どうして」は主観的な要素が強 く、正確な事実よ りも、 自分を納得させる答 えを

求める傾向にある。そのため、答 える方 にも、絶対 に、客観的な事実 を述べなければな ら

ない とい うプレッシャー をあま り感 じさせない。そ のため、 「どうして昨 日来なかったの

～?」 や 「どうしてそんな こと言 ったの?」 のよ うに、友達同士のお しゃべ りな どで気軽

に用い られる ことが多 い。

區点③書き言葉と話し言菊

 視点① や視点② と関連する。論 理的で公共性 にな じむのは、書き言葉である。対 して 、

感情的で私的な場面で用 いるのは、話 し言葉で ある。特に、子供は 「どうして?」 と口に

する。それが、口語として強 く習慣化されて いるのだ と考え られる。

■ ま とめ

「なぜ」 ・論理的な説明を求める。

・公共性の高い場所で使われることが多 い。

・書き言葉で使われやすい。

「どう して 」 ・主観的で感情的な意味を持つ。

・その感情を納得 させ られ る答えを求めている。

・私的な場で使われることが多い。

・話 し言葉で使われやすい。
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■ 日本 語 教 育 の 視 点 か ら

 「なぜ」 と 「どうして」 は、共 に日常生活 の中で、頻 繁に使 う言葉なので、初級 の段階

で使 いこなせるようにする必要がある。 しか し、 この二つの言葉は、"理 由を問う"意 味で

は、ほとんど違いがな く、 どちらを使 っても問題はない。そのため、まず、 「なぜ」 を2つ

の軸(① 改 まった場、②書き言葉)に そって例 を出しなが ら説明し、「どうして」をそ の反

対の性質(① 私的な場、②話 し言葉)を 持つもの として説明 してい く。そ して、友達 と話

す場合、会議でプ レゼ ンをする場合など、状況を設定 して、練習 し、大まか に二つ を使 い

分 けることができればいいと思 う。

 「どうして」 に関 しては、"出来事に対 して驚きや否定的な感情を抱く"こ とを強調 しす

ぎると、「どうして」 を使 う=怒 っている、ということにな り、学習者 を混乱させて しまう

可能性がある。そのため、上級者 に 「そ ういう一面がある」と言った ことを軽 く説明す る

程度でいいのではないか と思 う。
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ゆ っ く り ・ゆ った り ・の ん び り

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

【ゆっ くり】

① 時間をかけて、(時 間に制約 されない状態)何 かをする様子。

  「分か りやす くゆっくり話す」

② 時間的、精神的に十分余裕があって緊張を強い られ ることの無い状態。

  「朝までゆっくり眠る」

【ゆった り】

① 空間的 に十分余裕 があって、圧迫感 を感 じる ことの無い様子。

  「ゆった りした上着/ゆ った りした間取 り」

② 仕事な どか ら解放 されて、のんび りした気持 ちでくつろ ぐ様子。

  「ゆった りとした気分」

【のんび り】

差 し迫った用事や心配事がな くて、余裕のある穏やかな気持ちでいる様子。

  「いつまでものんび りして もいられな い/の んび りした 田舎の生活」

■ 用 例 分 析

例文1

  ・ 温泉にゆっくりつかる ○

  ・ 温泉にゆった りつかる ○

  ・ 温泉にのんび りつかる ○

例文2

  ・ 部屋でゆっくり過 ごす ○

  ・ 部屋でゆった り過 ごす ○

  ・ 部屋でのんび り過 ごす ○

例文3

  ・ ゆっくり歩いて ください ○

  ・ ゆった り歩いて ください ×

  ・ のんび り歩いて ください ○

例文4

  ・ ゆっくりした気分 ×
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・ ゆ った りした 気分

のんび りした気分

○

○

例文5

ゆっくりした洋服

・ ゆ った りした洋 服

のんび りした洋服

×

○

×

例文6

ゆっ くりした性格

・ ゆ った りした性格

・ のんび りした性格

×

×

○

■考 察

 辞書的意味を見て もわか るように、 「ゆっくり」 「ゆった り」 「のんび り」に共通 して いる

ことは"穏 やかな様子""急 がない様子"や"ゆ とりが ある様子"の 意味で使われて いる点

で ある。 ここでは、 これ らの意味の中で、違いを探 していくことにする。

1視点①意味の違い山

 例文1の 「温泉 に   つかる」 という例文か ら検証すると、状況 の違いが見 られ る。

 「ゆっく り」は、時間をかけて温泉 につか り、温泉を楽 しむ様子 を表 して いる。 また時

間的制約がないことか ら来る気持ちの穏やかさも同時に示 している。

 「ゆった り」の場合は、広い温泉に、人が密集せずにつか り、温泉 を楽 しむ様子 を表 し

て いる。 この場合、一人きりで、広い温泉につかっているのが望ま しい。空間的制約がな

いことか ら来る気持ちの穏やかさも同時に示 している。

 「のんび り」を使用 した場合は、普段のス トレスか ら開放 されて、気持ちが和んでゆ く

様子を表 している。 日常 の煩わ しさか ら開放され ることか ら来 る気持ちの穏やか さを示 し

ているのである。

1視点②行為 ・動作の違い-

 つぎに例文3の 「   歩いて ください」 を見てみ る。なぜ例文3で は 「ゆった り」が

使 えないのだ ろうか。

 「ゆった り」は、基本的に人間が動かない時にしか使われないのではないだろうか。 「ゆ

っくり」や 「のんび り」の後 には 「走る」な どの激 しい動作が来て もよいが、 「ゆった り」

には使えない。「ゆった り」の後に動詞が来 る場合は、その動詞は激 しい動作を伴 うもので

はな く、激 しく動かない様子を示す動詞でなけれ ばな らない。「ゆった り」は空間的制約か

ら解放 され る時に感 じる穏やか さで、激 しい動作では空間的要素があま り関係な いため使

用できないのだと思 う。
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1視点③時間的 ・空間的な違い1

 例文4で 「ゆっくり」が使 えないのは どうしてだろうか。その理由 としてあげられ るの

は、気分の説明として この語が使われて いるか らだろう。 「ゆっくり」は、時間的制約が直

接ない文脈では使用できない。そ のため、時間的制約のない 「気分」 という言葉には使 え

ないのである。「ゆった り」は心の空間を意図 しているときに使用できる。 また、気分 とい

う言葉 は、人の心の状態 を表す場合に使 う言葉であるため、例 文4に おいて 「のんび り」

は使用することができる。

1視点④気分 ・性格 ・精神的な違 い1

 例文5を 見てみると、視点③ にあるように時間的制約 のない 「洋服」 という言葉 には使

えないのはわかる。ただ し例文5の 場合、「のんび り」 も使 うことができない。 これ は 「気

分」 という人の心の状態を表す場合に使 う言葉 と、「洋服」 という人の心の状態を表せない

言葉の違 いであると思 う。つま り、視点.1の 意味的な違いにも関係するが、「のんび り」

には人の精神的な心の状態に関わるとい う要素が強い と思われ る。そのため 「のんび り」

は例文4で は使えるが例文5で は使 うことができない。また例文6を みると、「性格」 とい

う言葉 には性格 という言葉の通 り、人の精神的な部分 にかかわ るため、「のんびり」は用い

られ るが、視点③のように時間的 ・空間的制約 のないため 「ゆっ くり」 と 「ゆった り」 と

いう言葉は用い られない と考えられ る。

 精神的な視点 を用 いるときにもう少 し考察 してみる。次の例文7を みてみ る。

例文7

  ・ゆっくりとした背丈 ×

  ・ゆった りとした背丈 ×

  ・のんび りとした背丈×

 「背丈」 とい う言葉は時間的制約 をもつ言葉ではな く、人の心を表せない言葉であ る。

だが、 「洋服」のよ うに空間的な言葉であるにもかかわ らずなぜ 「ゆった り」 を用いること

ができないのか。 これは 「洋服」 のよ うに空間的な余裕 によって精神的に安心 した り、 く

つろげた りなどの、精神的余裕 を含む ことがわかる。

 逆 に 「ゆっくり」は例文3の よ うにただス ピー ドが遅 い、た くさんの時間 をかけて何 か

を行 う、という場合にで も使 うことができる。

■ ま とめ

 「ゆっ くり」 「ゆった り」 「のんび り」 は、 ともにゆとりのある様を表す語である。 これ

らの3つ の言葉はいずれの言葉 も使用できる例文といずれか しか使用で きない例文が明白

である。同 じよ うな ことを表 している例文で あっても、強調 したいことは異なる。
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 「ゆっくり」は時間的ゆ とり、 「ゆった り」は空間的 ・身体 的ゆとり、「のんび り」は精

神的ゆとりがある状況 を示 している。

 例 えば、温泉では、「ゆっくり」(十 分に時間がある二時間的にゆと りがある)と 、広 い

湯 船に入 り 「ゆった り」(窮 屈ではない=空 間的 ・身体的にゆ とりがある)と し、「のんび

り」(気 分が いい=精 神的ゆとりが ある。)で きる。何 を強調 したいか によって、どれを使

用す るかを選択すれば良いのである。

           3つ の言葉の違い

ゆっくり …  時間的要素が強い。

ゆった り …  空間的要素が強い。

のんび り …  人の性格や気持ちを説明す る要素が強い。

■ 日本語 教 育 の視 点 か ら

 どの ことば も日常生活で よく使 う言葉である。 これ ら三つの言葉を混 同して も重大な誤

解 を招 くことは少ないと思われ るが、様子や気分をよ り正確に伝えるためにぜひ使 い分 け

をマスターできると良いと思う。 「ゆっくり」 と 「ゆった り」と 「のんび り」 を説明す ると

きは、時間的 ・空間的 ・精神的のどの要素を強調 したいか、何 に焦点を当てて使 いた いの

か に注 目させ、様々な状況を例に出 して、「ゆっ くり」 「ゆった り」 「のんび り」のどれを使

用するか を判断できるようにして いった ら良いのではな いだ ろうか。
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全 然 ・ま っ た く

*「 まった く」は 「全 く」 と書かれ ることもあるが漢字語の 「全然」

では敢えてひらがな表記をする

と対比させる為、ここ

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第四版)

ぜ ん ぜ ん 【全 然 】(副)そ の 事柄 を全面 的 に否 定す る意 を表 わす 。 全 く。 「一 〔=ま る で〕

な っ て いな い」 〔俗 に、否定 表現 を伴わず 、 「非常 に」 の意 で用 い られ る。例 、 「一 〔=て ん

で 〕 お も しろい」〕

まった く 【全く】(副)〔 雅語 「また く」の強調形〕そ うとしか形容 出来ないほ ど強 く感 じ

られ ることを表わす。「I〔=い かな る意味においても ・(全然)〕忘れていた ・一 〔=実 に〕

つ らい話だ ・一 〔=お世辞抜きで〕 うまいね ・これは一の幸運だった」 〔元来は、否定表現

を伴 った〕

■用例分析

全然～

○全然うまくない

○全然違う

×全然健全だ

×全然非論理的だ

×全然無関心だ

×全然未完成だ

×全然そのとおり

×全然の幸運

×全然の無駄骨

まった く～

○ まった くうまくない

○ まった く違う

○ まった く不健全だ

○まった く非論理的だ

○まったく無関心だ

△まったく未完成だ

○まったくその通 り

○まったくの幸運

○まった くの無駄骨

■考察

閥点①用法の差翼

 「全然」 と 「まった く」の両方 を使 うことができるのは、その後 ろに否定的な表現が来

るときに限 られる。ところが、否定的なニュアンスを含む表現ではあっても 「不」「非」「無」

「未」な どの漢語接頭辞による場合には 「全然」を用いることはできない。おそ らく、 「非

84



論理的」 という言葉 には 「論理的 ・でない」 という 「論理的」であることの単純な否定で

な く 「非論理的」 という固有の概念をもった一つの単語 として捉え られているためであろ

う。「非論理的」が 「論理的 ・でない」 と完全 にイコールでない ことは、次の表を見れば明

らかである。

        非論理的だ          論理的でない

全然～     ×全然非論理的だ    ≠  ○全然論理的でない

まった く～   ○まった く非論理的だ  =  ○まった く論理的でない

 否定 の意味を持つ漢語接頭辞 には 「不」「非」「無」「未」の4つ があるが、この中で 「未」

だ けは正確 には否定ではな く未然(不 完 了)の 意味を持ってお り、他 の接頭辞 と性格 を異

にする。「未」のつ く漢字語、例えば 「未完成」は 「作成を開始 したが まだ完成 していな い」

という部分的な否定 のニュアンスがある、 ところが後で述べ るが 「まった く」には100%の

完全否定のニ ュアンスがあるために二つの単語のニュアンス に矛盾が生 じ、そのために少

し違和感 のある表現 とな ってしまう。

 肯定的な文章に関しては 「全然」を用いる ことはできず、「まったく」のみが用いられ る。

ところで我々の 日常の言語使用 を省み ると 「全然大丈夫だよ」 とい うような言葉 を口にし

ていることに気づ く。私たちはこれ を辞書に記載 されて いる定義に反する俗な、あるいは

新 しい用法 として捕 らえることが多 いが、果た してそ うなのだ ろうか? 次 の会話例 を見

てみよ う。

会 話A

一 み んな あの 人運 転 うま いって 言 って るよね 。

一*そ うそ う。 全然 うま いよ。

会話B

一みんなあの人運転下手だって言って るよね。

一なにいってんの、全然 うまいよ。

 Aは 不自然であるが、Bは 自然である。「全然 うまいよ」という文だけをとりあえげてみる

と 「全然」は肯定の強調 を行 っているよ うにも解釈できるが、文章の中で見てみる と実 は

「全然 うまいよ=全 然下手な ことないよ」 という 「否定の否定」 を行 って いることがわか

る。よって、「全然」は俗な表現 にお いて さえも(少 な くともニュアンス上に置いては)「否

定の強調」 という意味を変化 させてないということがいえる。なお、 「まった く」 には 「否

定の否定」の用法はない。下のような会話 は成 り立たないということである。
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会話C

一 あの 人、車 の運 転へ た だ よね 。

一 ★な にい って んの
、ま った くうま いよ。

 以上の議論か ら、先 ほどあげた 「全然無関心 だ」 という文は 「無関心ではないとい うわ

けでは全然ない」 という意味でな ら使 うことができる。

用法早見表

否定用法

肯定用法

否定の否定用法(俗 とされ る?)

「全然」

 ○(漢 語否定接頭辞 を除 く)

 X

 O

「ま った く」

0

0

X

區点②意味の差異1

1否 定的表現を伴 う副詞用法

 ここでは 「不」 「非」 「無」「未」などの漢語否定接頭辞 を除いた否定的な表現への修飾用

法 にしぼって 「全然」 と 「まった く」の意味の差 につ いて考察する。

①数量(少 数 ・少量/皆 無)

(a)冷蔵庫 に食べ物全然残 ってないね。

(b)冷蔵庫に食べ物まった く残 ってないね。

 (a)は 「料理をするのに必要なだけの材料がない」程度の意味にも取れるのに対 して、(b)

は 「物理的 に食べ物が1つ も存在 しな い」 とい うニュアンスを持つ。 もちろん語用論的 に

は誇張の意味で(b)を 使 うことはあるだろうが、意味論的 には上のような解釈 をす ることが

可能である。 これは、対象が数字で数え られ る場合にはもっと顕著になる。

(a)こ の授 業 、 日本 人 が全 然 いな いね 。

(b)こ の授 業 、 日本 人が まった くいな いね 。

 (a)は授業に出席 して いる100人 の生徒の中に日本人が10人 くらいしかいな いとき、(b)は

1人 もいないときに使われる。

②程度(弱 い否定/強 い否定)

(a)お前は全然状況がわかってない
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(b)お前はまった く状況がわかってない

 否定の度合 いが(b)の ほ うがより強 く、よ り攻撃的で あるという印象を与える。① とあわ

せて、 「全然」は部分的な否定、 「まった く」は完全否定ととらえることもできる。

③文体(イ ンフォーマル/フ ォーマル)

(a)全然違います

(b)まった く違 います

 (a)の ほうが話 し言葉的(≒ インフォーマル)、(b)の ほうが書き言葉的(≒ フォーマル)

な印象を与える。

2単 独用法

  「全然」 と 「まった く」は どち らも単独で使 う場合があ りえる。

-ま った く、彼はだめなやつだ。

-ま った く、 もう。な にをしているのよ。

 「まった く」以後の部分の強調 をしているように捕 らえることもできるが、「まあ」や 「あ

ら」 のよ うな感嘆詞 として解釈 したほうが自然である。多 くの場合、「まったく」だけで言

いたいことは伝わるか らだ。感嘆詞 としての 「まった く」 は怒っているときや呆れて いる

ときに使われる。

 「全然」 には感嘆詞のような用法はな く、あ とに続 く言葉を省略す るだけである。例え

ば、

A:あ のこ美人だよね。

B:全 然。

 「全然」のあ とに 「美人ではない」 ということばが省略されているのである。「全然」 は

否定表現 と結びつ くという前提があるために、聞き手は 「全然」という言葉を聞いただ け

で否定的なニュアンスを感 じ取るのである。また 「全然～な い」は 「～な い」 より強 い否

定 を表すか ら、ここでの 「全然」は 「いいえ」よ り強い否定を表す ことになる。ところで、

次のような会話 はどうだろう。

A:あ の子可愛 くないよね。

B:全 然。
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 この 「全然」は二通 りの解釈が可能である。 「うん、全然(か わいくな い)」、 「いいや、

全然(か わいい)」。全 く反対の意味を もつ二つ の解釈が可能なので、 このような返事 の仕

方は普通お こなわれず 「うん、全然」か 「いいや、全然」のよ うに前に方向性をあ らわず

語をつけることになる。

■ ま とめ

 「全然」 と 「まったく」は古 くは否定的表現 を伴 う副詞であったと考 えられ、否定 表現

を伴った用法 にお いてはその意味は似通 っている。否定表現 における大きな違 いは、「全然」

は 「非」 「無」 「未」な どの漢語接頭辞 による否定表現 と同時 には用 いられないが 「まった

く」は用いる ことができるということ、ニュアンスと して 「全然」は 「少数 ・少量、弱 い

否定、部分的な否定、イ ンフォーマル」などの属性を持ち、「まったく」はそれと対照的に

「皆無、強い否定、完全否定、フォーマル」などの属性をもつ ということである。

 肯定的な表現 に関しては、用法そのものに違 いが見 られる。 「まったく」は普通の肯定文

につき、 「100%そ のものである/そ れ以外のものではない」 という意味での強調 を行 う。

一方で 「全然」は 「否定の否定」 としての肯定文につき、 「意外に思われるか もしれな いが

/予 想に反 して/そ うで はな くて」な どといったニュアンスを付け加える役割 を担ってい

る。

■ 日本 語 教 育 の視 点 か ら

 日常生活 での頻度が高い川頁に上げていくと①否定的な表現を伴 う 「全然」及び 「まった

く」②単独用法の 「全然」及び 「まった く」③ 「否定の否定」 としての 「全然」④ 「排 他

的」の 「まった く」 とい う順序 になるだ ろうか ら、その順序で教えて いけばいい。初級 ク

ラスで 「全然」 と 「まった く」の違 いに関 して教 える ときは 「肯定文にも使われる ことが

あるが、そ のときの用法は二つ ともかな り異なる」 ということだけ教えてお けばいいだ ろ

う。なお、フォーマルな場面では③ と④ の順序が入れ替わるので、教える生徒の学習 の 目

的も考慮 して教える順番を逆転 させ ることも必要である。

 最後 に、「全然」の 「否定の否定」用法が本来の定義に反 しないことは論証済みであるが、

年配者や保守的な言語感覚を持つ一部の若者にとって は不自然であった り正確なニ ュアン

スをくみとれない場合が多いので、あ くまでもイ ンフォーマルな用法であるということを

授業で強調するべきである。
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■ ア ンケ ー ト検 証(2007年12月6日 追 記)

 2007年11月 に行われた0RF(オ ー プンリサーチ フォーラム)にお いて、重松研 の展示 とと

もにアンケー ト調査を行った。被験者は0RFの 来客 と運営側 の学生.先 生である。質問内容

は 「□□無関係だ」 とい う文の空欄□□ に 「全然」 と 「まった く」 のどち らが適 して いる

か選 んでもらうものだった。下の図はそ の結果である。

50代 ～

30～40代

20代

0～10代

0 20 40

咀ま った く

0全 然

so

 全般 に「まった く」の使用が多かったが、0～10代 、20代 、30～40代 が全然の約3倍 強の使

用であったのに対 し、50代 は 「全然」と答 えた方 は1人 だけでほぼ全員が 「まった く」を用 い

た。正解は 「まった く無 関係だ」なので、大半の方が正 しく用 いている ものの世代 の変化 と

ともに 「全然」が一般否定表現化 してきたのだ という結論に至った。

執筆者

伊藤貴祥

編集者

武政美希
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意外 に ・結構 ・割 に

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

【意外】

当面する事態や実際の結果が予想 と全 くか け離れたものであって驚きを感 じる様子だ。

〔口頭語では 「意外に」を 「意外 と」 とも言 う。〕

例=「 意外 と安 く買えた」

【結構】

(そのものの品質 ・程度が)一 般の予想 に反 して、軽視できないものだと判断する様子。

例:「 古 い機械だが意外と役に立つ/簡 単そうで意外と手間のかかる仕事なのだ」

【割に】

一方の程度か ら、一般的に予測 され る他方の程度。

例:「 値段の割 にまずい料理/が んばって いる割に成果が見 られない/幼 い割にはしっか しり

   している」

(「結構」は他 にもいくつかの意味があるが、ここでは副詞 としての用法の際の意味のみを

記 した)

どれ も予想 と実際が違 う、 という事 を表す という意味では同義の言葉である。

実際 日常生活において もこれ らの単語の正確な使 い分けは非常 に難 しく、 どち らか といえ

ば状況 に応 じて言い換 える事の方が多い。

■用例分析

意外に重い/結 構重い/割 に重い

意外に難しい/結 構難しい/割 に難 しい

意外に当たる/結 構当たる/割 に当たる

■考 察

視点① 予想 との差の程度

 基本的 にどれ も予想 とはちがった状態 を表す言葉 であるため、どれかの言葉 しか使 えな

いよ うな状況は少な い。 しか しなが ら、言い換える ことによってニュアンスが変化 して く

る。
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 これ らの違 いとしては、まず 「意外」が最 も予想 と現実 との差が激 しい。例えば鉄の様

に見える実は発泡スチロールで出来た物を持った時。 これは 「意外 と軽い」状況である。

残 りの二つの言葉 には大きな差はない。 この二つの違いは 「割 に」 よ りも 「結構」の方が

若干予想 と現実の差が大きいという点であると考 えられ る。

 しか しなが ら、 これ らはあくまで程度の違 いを表すものに過ぎない。その為 、どの言葉

も同じ状況で使用できて しまう事が多いのである。

1視点②丁寧さ1

 「割に」 という言葉 には若干気安 いイメージがあるように感 じられ る。その為、た とえ

ば敬語を使用す るよ うな場面 においては 「割に」 を 「結構」 に置き換えた りすることも多

い。 これは、 「結構」 という言葉 の持つ他の意味 として例えば茶道の際に使用され る 「結構

なお手前で」 というよ うな正式なイ メー ジが影響 していると考え られる。

■まとめ

現実 と予想 の差 の大きさで並べ ると、 「意外 に」〉 「結構」〉 「割 りに」 の順になる。

「結構」は丁寧な言葉であり、 フォーマルな場で好まれる。

■ 日本 語 教 育 の 視 点 か ら

 この三つの言葉 の使 い分けを教えるのは難 しい事であると考え られ る。基本的には同 じ

意味である以上これ らの使い分けを習得するためにはその言葉の持つニュアンス を把握 し

ていなければな らない。

 そのニュアンスの違いを表す とす るな らば 「意外」〉 「割に」≒ 「結構」であり、「割 に」

と 「結構」の二つの違い としては 「結構」の方がよ り丁寧な言い方である、 といった とこ

ろだろうか。

執筆者

野村銀河

編集者

上田智哉
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す ぐに ・ま もな く ・や がて

※同じ時間に関しての副詞である 「いつか」 も考察対象とする。

■辞 書 記 載 の意 味(三 省 堂 新 明解 国 語辞 典 第 四 版)

す ぐに   【副詞】①何かを した後、行動 を起 こしてか ら時間を置かず次の事が行われ

           ることを表す

          ②距離があま り離れていないことを表す

まもなく  【副詞】あま り時 を置かないで、そ の状態が実現することを表す

やがて   【副詞】①その時点か らさほど時間を隔てて いない ことを表す

          ②最終的にそのような事態 に立ち至る ことを表す

          ③その状態 を変えることな く次に時を置かず何かを行 うことを表す

ー用 例 分 析

例1 す ぐに結婚式が始 まります。

   まもな く結婚式が始 まります。

   やがて結婚式が始ま ります。

例2 す ぐに電車がまいります。

   まもな く電車が まい ります。

   やがて電車がまい ります。

例3 いつか冬が終わ り、春がや って くる。

   やがて冬が終わ り、春がや って くる。

■考察

閥点①期間

 す ぐに

 まもな く

 やがて

短い

 i

長い
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例1)    式が始 まります。

す ぐに …   席 に移動 し、着席す る時間 もない。

まもな く …  席に移動 し、着席す る時間は十分ある。

やがて …  始まるのはずっと先。いつ始 まるのかは不明。

陶点②確実倒

す ぐに

まもな く

やがて

確実

 i

不確実

例2)     電車が参 ります。

す ぐに … 電車は2～3秒 の うちに来る。絶対来る。

まもな く …  電車は一分以内に来る。来 ることはほぼ間違いな し。

やがて …  もしか した ら、電車は来ないかもしれない。

蝗点③口語と文調

 「まもな く」は 日常語ではな く、丁寧で書き言葉 によく使われる。

 「す ぐに」は 日常語で頻繁に使用す るため、他 の二語 に比べ、やや子 どもっぽい印象を

与える。

 「やがて」は文語である。口語ではあま り使わない。来たる未来の ことを話す ときに使

用する。

區 点④ 「いつか」 と 「やがて」の確実倒

例3)冬 が終わ り、    春がやって くる。

や がて …  やって くる未来の話。春が来ない可能性はあまり考え られない。

いつか …  春が来ない可能性 も考 える必要がある。来ない確率の方が大きい。将来の

      夢 を語るときな どによく使 うので、期間は10年 以上。「私 はいつか大物に

      なるのよ!」

 例2)、 例3)よ り、 「やがて」は、電車が来るという短い期間では不確実に感 じるが、

季節が変わるという3ヶ 月ほ どの期間では、それほど不確実であると感 じることはな い。

 時間 と確実性 というものは、互いに関係の深 い概念なので、 この二 つを全 く別物 と して

捉えるのは良くない。時間が短けれ ば短いほ ど、その事象 は確実 に起 こるし、時間が長 け

れば長いほど、その事象が不確実になるということがあるか らだ。
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図:確 実性 と時間の関係

確
実

不
確
実

秒単位 分単位 1ヶ 月～10年 くらい 10年 以上(← 時間)

寮
すぐに

寮
まもな く

寮
やがて

いつか

凝

1視点⑤主観と客副

「す ぐに」 と 「ま もな く」 は以下 に図示 した関係であ り、指摘す る内容が時間軸上の同 じ

点を指す場合 も起 こる。

例①"す ぐに、 と、 ま もな く"

 a.す ぐに行 きます 。

 b.ま もな く行 き ます。

例②"す ぐに、 と、 ま もな く"

 a.す ぐに救 急 車 を呼 び ます 。

 b.ま もな く救急 車 を呼 び ます。
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上記の例 を比較 した結果現れた 「す ぐに」 と 「まもな く」の相違は以下の通 りである。

すぐに

まもな く

主観的判断を述べる(感 覚的)・ 話 し言葉的 ・一人称に用いる

客観的事実をのべ る(物 理的)・ 書き言葉的 ・一人称には用いな い

■ ま とめ

 「まもな く」 「す ぐに」「やがて」 は時の経過を表す語であるという共通点がある。それ

ぞれの相違点は以下のとお りである。

すぐに まもな く やがて

時間軸の相違 早い → 遅 い

確実性の相違 確実 → 不確実

主観と客観の相違 主 観 的 判 断(感 覚

的)、 口語的、一人称

にもちいる

客 観 的 事 実(物 理

的)、 書き言葉的、一

人称 には用いな い

書き言葉的

■ 日本 語 教 育 の視 点 か ら

1.翻 訳による指導

名詞などの、学生の母国語 と日本語の意味が一致す る場合 には、翻訳によって意味の違い

を指導するのは効率的な方法である。 しか し今回の場合は副詞 であり、意味がぴった り一

致す る単語を見つけるのは困難であり、学習者が間違った理解をする恐れがある。

2.視 覚 と例文 による方法

今回の3つ の単語 の違いを説明す るため には、視覚的に説明を行 い、その後例文を使 用 し

て学習者が正 しく理解 したかどうかを確かめる方法が効果的と考え られる。一
現時点  すぐに まもなく やがて

上記のように時間 の矢印上に、早い出来事は 「まもな く」であ り、遅 くな るにつれて 「す

ぐに」、 「やがて」 と変化する ことを示す。確実性の相違 も同様 に提示する。そ の後、学習

者のさ らなる理解促進 と、教師が学習者の理解状況を判断するために、例文を使用す る。

 例-太 郎は手紙 を読む と(す ぐに)家 を飛び出した。

また、二通 りの回答が 当てはまる場合は、二つ の文の与える細かい意味の相違点を話 し合

うの も良い方法だ と考え られる。
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～ していただけますか ・～していただけませんか

■辞書記載の意味(三 省堂 新明解 国語辞典 第 六版)

*「 ～ていただけますか」「～ていただけませんか」として辞書には記載されていない。

リ用例分析

 電気をつけていただけますか?

 電気をつけていただけませんか?

■考 察

1視点①丁寧の度合い1

 「～していただけますか」と 「～ していただけませんか」は、両方とも質問形式を取ってお り、

わた したちは相手に何かを頼みたいときに使っている。また、語尾に 「です ・ます」調が付いて

いることから、【目上の相手、もしくは親密でない人】に対 して使う丁寧なことばであることも

分かる。このふたつの言い方は依頼をしているという点では同じ意味を成 しているが、語尾を注

意してみると 「ますか」(肯定)で あるか、「ませんか」(否 定)で あるかどうかの違いが ある。

語尾が肯定であるか否かによってあらわれるニュアンスの違いというものをこの意味分析では

検証していこうと思 う。

電気をつけていただけますか?

電気をつけていただけませんか?

 上のような質問を訊かれた ら、わたしたちは「この人は電気をつけてほしいのだ」と解釈 して、

電気を付けるであろう。つまり、語尾を肯定の形にしても否定の形にしても質問の意図に大差な

いのである。ただし、両文を比較すると、若干ニュアンスが異なると同時に、敬意の度合いが違

うように感 じてしまうことは否めない。この意味分析をするに当たって、敬語の知識は不可欠だ

と思うので、まず 日本語の敬語表現の実態を調べていきたい。

◆日本語の敬語表現

 敬語表現については、ベネッセ表現読解国語辞典(ベ ネッセコーポ レーション.2003年)の

付録として 「敬語表現部」の中に詳しく書かれていたので、それを参考 にすることにする。

w待 遇表現 〉敬語表現?

 まず、待遇表現 とはなにか。待遇表現とは、話し手が聞き手や話題の中の人物に対し、その社

会的人間関係に応じて尊敬や親愛、卑しめなどの気持ちを言い表す表現であるという。
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 日本人は以下のような図式で社会的人間関係を捉えている。

                                    敬語を使う場面
①〈タテの人間関係〉                上(恩恵)

 =相 手が自分より(年 齢 ・地位等が)

繍 コ相手から恩飆 曙 ◎ 轡

灘 欝麟 驪 〔蟲 一 越』
  な いか。

                       〈----   ヨコの人間関係   ■-ー■弓レ

狭義の敬語法1は、話し手が ことばを選択 して、聞き手や話題の人に対 して敬意を示す言い方を

言 う。上図の水色で示した社会的人間関係の場面で用いられる。

r
タ
テ
の
人
間

関
係

↓

w相 手を尊敬する気持ちがこめ られているわけではない場合も

 敬 語 には 、相手 に対 して 自分 は従順 で ある、危害 を加 えな い、という ことを示す意 味合 いが含

まれ て いる。つ ま り、敬語 を使 うとい う ことは、相手 との距 離 を隔て、相 手か ら自分 の身 を守 ろ

うとす るものであ り、相 手に対 して の一種 の 「なだめ行動」で ある とも考え られ る。したが って 、

非常 に親 しい人間関係で は、結果 として敬語が使 用 されな い。見知 らぬ人 に対 しては 、幾 つ もの

敬語 を(多 くの場合 、1つ 以上)用 いて 会話 をして いる。(例:申 し訳 ございませんが 、郵便 局

へ の道順 をお教え ください ませんで しょうか?)

 一般的にわたしたちが学校で習った敬語というのは、話題の中の人物に敬意を示す 「尊敬語」

「謙譲語」と、聞き手に直接敬意を示す 「丁寧語」に分けられていたと思う。そこで、両語に共

通する 「いただく」というものがどういうものなのか見てみる。

【いただ く墨(戴 く ・頂 く)

「もらうまの謙譲艪

{接罷語的に〕 他 の人に侮かを してもらう。

r…  させていただく」

e① 飼かをすることについて相蕃の承諾を求める。

e② ぎいたします』 の 婉曲表現

1そ の他の敬意を表わす表現として 「あらたまり語」「婉曲語」「丁重語」「美化語」があるが、ここでは触れないでおく。
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 上の定義を見ると、「いただく」は匳壟麺 であ り、話し手が、その話題の中で行為の向けられ

る人 を敬 う言 い方で ある ことが分か る。例 えば、

Aさ ん:「ぜひ明日そのお話をしていただきたいと思 うのですが」

          Bさ ん:「 了解です」

とい う会話が あった とした ら、Aさ んはBさ んに向けて行為 を向 けてお り、したが って 「いただ

く」の対象(敬 われ る対象)と な ってい るの はBさ んで ある。 【Aさ ん⇒ ⇒⇒Bさ ん】

 次 に、 「いただ く」の次 に置かれてい る 「ます」 「ません」 について考えた い。

 「ます」とい うのは、丁寧の助動詞(特 殊型)で あって、表現 を丁寧 にしよ うとす る気持 ち を

表わ す ときに用いる。「です」 「ます」調(て いねい体)は 「だ ・で ある」調(普 通体)の 反 対 に

位置 し、話し手が聞き手に対 して直接敬意を表わす言い方である[凾 という分類に入る。例

え ば 、

Aさ ん:「 これ が先生か らのお手紙 です」

    Bさ ん:「 あ りが とう」

とい う会話 があった とした ら、Aさ んはBさ んに向けて直接行為 を向けて いるので 、「お 」の よ

うな接頭語や 「です」のよ うな助 動詞 はAさ んか らBさ んに対 する敬意 を表わ した ものであ ると

いえる。【Aさ ん⇒⇒⇒Bさ ん】

【視点②否定表現21

 日本人 は否定が好 きな民族なので はな いだ ろ うか 、と思 うことが ある。なぜな ら、日本 語 には

否定的な表現が多 いように感 じるか らで ある。「いいん じゃな い?」 「貸 して くれ ませんか?」 と

い う日常で何気な く使 って いるフレーズの 中にも、否定表現 は入 り込 んでいる。2重 否定 は 日常

茶飯 事、3重 否定 も別 に驚 くほ どではな い。な んと、7重 否定 さえ も可能なので ある。以下 例。

●

●

●

・

3重 否定:や らざるを得ないんじゃないのかなあ。

4重 否定:必 ずしも行かなくちゃいけないってこともないじゃないですか。

 [最 近はやりの 「じゃないですか」言葉]

5重 否定:に んなに仕事が遅れていると言 うことは、)彼 にはやる気がないん じゃな

いかって思わざるを得ない じゃありませんか。

7重 否定:彼 の態度を見ていると、この事業は絶対成功させなくてはならないことが分

かって ないんじゃないかって考えざるを得ない じゃありませんか。

2htt www
.hil-t.u-tok o.ac.i～sa a ama essa denial.html参 照
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 7重 否定ともなると、肯定と否定が7回 もひっくり返る論理を論理的に追 うことなど普通な ら

ほぼ不可能と言ってよいだろう。もし英語で上の内容の逐語訳を聞かされたら、まず理解できな

いだろう。しか し、日本語の場合は不思議なことに、実際に対話の中で出てきたら特に気 に止め

ないで相手の言う意味を理解する。こんな言語を持っている民族は他にいないのではないだろう

か。 (←この文も2重 否定である)

 も ち ろん 、 英 語 に も否 定 表 現 を 用 い る例 文 も あ る が(鋤Vou think the plan is

good?'∵'Why o't we go out for dinnertoday?")、 英語ではわざわざ否定文 に直 さず に肯定

文の まま直接 的に言 う場合 が多 い。ちな みに上 に挙 げた2例 は慣用句的な表現で あ り、日本語 の

否定表現 と同 じ感覚で使 えるものである。ただ大抵の場合、英語で は否定 の ことばを使 うと、そ

の文 自体が否定的な方 に進 んで しま うよ うに感 じる。(あ るいは 「否定」 に重点 を置きた いか の

よ うに思え る)ま た、隣国の韓 国では どうか というと、韓 国語 は 日本語 と非常 に似ていて、会話

の中の 「～ じゃな い?(～ 円oト 叶?)」 のよ うな表現 は、同 じく頻繁 に使 われてい るそ うだ。 し

か し、依頼 をする ときは とい うと、「～ して ください(～ 手 刈且)」 のよ うな直接表現 しか用 いな

いよ うである。

 それでは、なぜ 日本人は否定表現を使いたがるのか。これはやはり、物事をス トレー トに言う

のを避ける日本人独特の 『柔 らかな表現3』が関係してくると思う。○○ じゃないのかな?と い

うのは○○だよと同じ意味であるが、語尾に否定の語が加わっただけで、自分の発言を抑えた謙

虚な気持ちが伝わ り、会話がよりスムーズに流れた りする。例え自分の中の○○への考えが明 ら

かであっても、わた したちは無意識のうちに否定語をお尻にくっつけて会話をしている。また、

場合 によっては、その文を強調したいがために否定文にすることもある(レ ポー ト等でもよく書

くフレーズだが、「○○なのではないだろうか」は○○であろうよ りも強い断定力があるように

感 じる)。

ー ま とめ

 では、これまで調べてきた 「いただく」や 「ます」「ません」の定義や用法を踏まえて、1ペ

ージの例文を思い出してほしい。

            ①電気 をつけていただけ圭竝?

            ②電気をつけていただけませんか?

①の文では、賺 譲語(い ただ く)1+け 寧語(ま す)1

②の文では、謙譲語(い ただ く)1+丁 寧語(ま す)+1柔 らか表現(否 定)1

とい う構造 にな って いる。

3柔 らかな表現としては、『否定表現』以外にも、「～とか」「～みたいな」のような 『暖昧表現』や、「られる」などの

『受身表現』などが挙げられる。
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①②両文とも敬語表現を2段 踏んでお り、どちらも騒 は丁寧な依頼文である。

《 康す か?》 の とき

 直接的 に訊 いて いる。交渉 する場面や 、切羽詰 って人 に押 し付 けた い ことがある ときな ど、相

手 がイエス と言わ ざるを得な いケー スにお いて は、「ますか?」 を使用す る傾向があ る。質問 の

内容 によ っては、相手 に対 して 『強要 』を して いるようで あ り、少 々自分勝手 な響きが ある。英

語 で言えば、Please～ 、 Wou-d you～?、Could You～?に 当た る ことばであるよ うに思 う。

  ソ ー ス を取 って い た だ け ます か?

(Couリd You pass me the sauCe for me?)

《 ませ んか?》 の とき

 ① の文に加 えて 、文末 に柔 らか表現 としての 「否定」が 入る ことで、3段 構 造 にな って いる。

最後 に否定 を加 える と、相手 に して いただかな い ことを前提 として お り、【もしよ ろしけれ ば …

して いただ けると嬉 しいのですが 】とい う相手 に対する配慮 と謙遜が見 られ る。したが って、直

接的な質問 にな って いる① よ りも、婉曲表現 を取 り入れた② の方が、よ りエー よ

うに思われ る。見知 らぬ人や、先輩、先生な どの 目上の人 と話す ことが多 いわた した ちは、どち

らか というと①よ りも② を使 うことが多 い と思 う。(も ちろん、わた したちは普段あ まり意識 し

な いで① と② を混合 して用 いて いると思 うが)

 また 、丁 寧度が増す と同時に、依頼 を婉曲 に言 う ことによって依頼度が 高まる ときもある。例

えば、足 を骨折 した人が電車で席 を譲 って も らいたいとき に、 「席 を譲 って いただけます か?」

と訊 くよ りも 「席を譲 って いただけませ んか?」 と訊 くほ うが丁寧で ある ことに加 え、切実感が

伝わ り、軽 々と断 られた ら困 るという思 いが含 まれてい るよ うに思 う。そ して、 「ませ ん」 の後

に 「で しょう」を付 けると、よ りか しこまった言 い方 にな り、丁寧度が高 まる ことに加 え、他人

感覚 を強 くな る。

 英 語で言 うな ら、Doyou mind～?、MaY-troubleYouto～?、WouldYou be kind enough

to～?な どのよ うな表現 に当たる ことばであるよ うに思 う。英 語では依 頼の とき には否定表現 を

用 いずに、上記のよ うに 「You」 が主体 となって、わた しが こんな依 頁をして もいいです か9の

よ うに許可 を求めて いる内容 にな っている。

 ドア を閉 め て いた だ け ませ ん か?

(May I trouble you to shut the d�r?)

■ 日本 語 教 育 の視 点 か ら

 「～ていただけますか?」 「～ていただけませんか?」 には丁寧度の差だけではな く、返

答へ の期待 という観点か ら適切な選択をお こな うことが望 ましい。ただしこのよ うな現象
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は多 くの言語に存在す るはずなので、生徒の母語言語での例な どを挙げて説明すればそれ

ほど難 しくはな いであろう。む しろ、 日本ではどんな依頼が当然で、 どんな依頼がそ うで

ないのか という文化的な側面を教えることが大事である。

執筆者

朴廷珍 伊藤貴祥 別所佑子 石田充 戎屋紘子 副田邦生 黄佳瑩
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人称代名詞

そ ち ら ・あ な た ・あ ん た ・き み

お た く ・お ま え ・て め え ・き さ ま

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

そち ら…… 「そっち」 のやや改まった言い方。

     「出口はそち らです/も うそろそろそち らに着 くころだ と思 います/そち ら(様)と

      ご一緒 させて ください」

あなた……1【 彼方】「向こう」の意の雅語表現。

     H【 貴方】自分 と同等程度の相手を軽 い敬意をもって指す言葉。

      「あなた様/あなた方」

      〔IIの口頭語形は 「あんた」〕

      ※運用IIは 、古 くは高い敬意を表 した。現在では敬意が下落 し、同等以下 の

      相手にも用い られ る。特に男性が、目上の人や初対面 の人に用いると、見下

      したよ うな印象を与えやす い。 また、友人 どうしで も相手と一定の距離を置

      いて接す る場合に用いられ ることもある。夫婦間では、妻か ら夫へ の呼称 と

      して用い られ る。

      ※表記IIは 、男性は 「{貴男}」、女性は 「{貴女}」とも書 く。

あん た …… 「あな たII」 の 口頭語 形

きみ……1① 主君や 目上の人に対する敬称。 〔結婚披露宴の媒酌人の挨拶や告別式の追悼の

      辞な どの中で、軽い敬意 をもって、その人を指すのにも用い られ る〕

      「きみ に誠 を尽 くす/師の君 〔二先生〕/背の君 〔=夫君〕

     ② 〔接尾語 的に〕親族名称などに付けて用いる敬称。

      「父君 ・姉君 ・若君 ・姫君」

    1【〔男性が〕 同輩(以下)の相手を指す(に親 しみの気持をこめて呼びかける)語。

おたく……①相手の家 の敬称。

      「旦那様 はおた く 〔=ご在宅〕ですか」

     ② 〔代名詞的用法〕 あなた(の所).〔 より丁寧 には 「お宅さん」「お宅様」〕
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 「おた く 〔=あなたの会社〕の景気は どうですか?」

③ 〔俗 に〕趣味な どに病的に凝って、ひ とり楽 しんでいる若者。

 〔同一の趣味を持 っていても、親 しい間柄ではないので、相手に対して、「お

 た く」 と呼びかけるとこりおか ら〕

 「アニメおた く ・おたく族」

 ※運用② は、それほ ど親 しくない相手に軽い敬意をこめて呼びかけるとき用

   い られる。

おまえ…… 〔もとは、同等以上の相手に対す る表現〕同等、また は目下の相手を指す語で、

     二人称のぞんざいな言 い方。お まい。

     ※運用(1)男 性が近 い関係にある相手に用 いる場合は、親 しみの気持が こめ られ

         る。

        (2)「 おまえさん」の形で、丁寧さをよそおって相手に呼びかけるのに用

          いられ る。例、 「おまえさんそれで も大学 を出たと言 えるのかね」

てめ え ….〔 東京 な どの方 言 〕 「手 前」 のぞ ん ざいな 言 い方。貴 様 。

きさま……男性が、見下 している同等(以下)の相手、また、特に親 しい間柄の相手に呼びか

     けるのに使 う語。おまえ。 〔本来は敬意の込め られた語であった〕

■用例分析

「そ ち ら」

「あな た」

「き み」

「あ んた」

「お た く」

「そ ちらはどなた?」 「そち らの意見をお聞かせ下さい」

 一方(自 分や他者)に 対 してもう一方 に呼びかける際 に用いる。

 対等 もしくは目上の人間に丁寧な表現 として使う。

「ねえあなた」 「あなたはどう思う?」 「あなたは誰ですか?」

相手 に対 して呼び掛けるとき。対等な関係 の相手に対する丁寧な呼び方。

妻が夫を呼ぶ際にもよく用い られる。先生が生徒を丁寧に呼ぶ際に用いる。

「そ このきみ!止 ま りなさい」 「きみの ことが好きなんだ」「きみは誰?」

対等か 目下の人間に使 う。先生が生徒 に対 してフランクに呼び掛ける際 にも

用 いられ る。

「あんた どっか ら来たんだい?」 「あんた も馬鹿ね。」 「あんたのせいよ!」

 「あなた」の砕けた表現。丁寧さは失われ、くだ けた印象になる。

  対等か目下の相手に対 して親 しみを こめて用いる。

「おたくの息子 さんは立派ねえ」 「おた くのや り方は間違 って る」

家庭対家庭、会社対会社な ど、集 団を意識 した会話でよ く用い られる。若干

の距離感があ り、対等な関係での丁寧な表現。
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「お まえ」

「て め え」

「き さ ま」

「おい、お まえ」 「おまえの方がよ くやってるよ」「お まえのせ いだろ」

対等 もしくは目下 の人間に用いる。友人同士で男性がよ く用いる、親 しみ を

込 めた ことば。やや乱暴な印象なので女性はあ まり使わな い。また、夫が妻

を呼ぶ際によ く用いられ る。

「てめえ、なかなかやるな」 「てめえふざけんなよ」

対等か 目下 の人間に用いる。非常に くだけて乱暴 な印象で、激怒 した際 に使

われるイメー ジ。ふ ざけて怒 ったふ りをす る際に用いる人が多 い。男性がよ

く使 う。

「きさま誰だ!?」 「きさまの息の根止めてやるわ」

敵対する相手に対 して使 う言葉。他の人称代名詞 と比べ ると使用頻度は非常

に低いが、時代劇な どでよく耳にす る。乱暴な印象で、男性が使 うことが多

い。

■考察

牌点①丁寧さと立芻
「そ ち ら」 〉 「お た く」 〉 「あな た」 〉 「きみ 」〉 「あんた 」 〉 「お ま え」 〉 「き さ ま」

〉 「てめ え」

 丁寧 さに上のような関係はある。 目上の人に 「おまえ」以下 を使 うことはできない。 「あ

なた」も場合 によっては危 うい。ただ し、「あなた」に関しては、後 ろに 「様」をつ け、「あ

なた様」 とする ことで、「お客様」 と近 い丁寧さを付与する ことができる。それぞれ にふさ

わ しい状況や相手 との立場があるので、用例や解説 を読み注意深 く使 い分 ける必要がある。

1視点②感情表現1

 上記の配列で 「きみ」以下の同輩 あるいは 目下の人に使 う言葉 に注 目す る。立場によっ

て、特定の人物に対 して呼びかける最 も的確な二人称代名詞 は一つに定まる。が、最 もフ

ランクな会話、つま り立場 という固定された状況 を無視 した会話にな る友達同士では、感

情的になることがある。普段 「きみ」と呼びかける友達に対 して、蔑みや怒 りを表 し、 「お

まえ」や 「きさま」 と呼ぶ こともある。

 もちろん、「おた く」や 「そち ら」と呼び あう関係で も、頭にきて 「おまえ」や 「きさま」

と呼ぶ こともある。 こちらの方が、タテマエを重視す る日本社 会ではギャップが激 しく、

感情表現 として も強く感 じられる。

1視点③時代1

 時代 によって、単語その ものの意味が変化 している。

 特に、 「きさま」 という語は、今で こそ下品な言葉 になっているが、もともとは 「貴様」
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→あなたさまの意味であった。

 「きみ」 の意の変化は激 しい。本来 は主君を表す尊敬語であ り、国家 「君が代」 のよう

に、「きみ」 と言えば天皇を指 していた。 ところが、現在では目上の人に対 して使 うと失礼

な言葉 となっている。

 以上、時代 によって、代名詞の丁寧 さの順列が変化することがある。

リまとめ

丁寧 さと立場によって使 い分けされる。

使い分けによって、感情 を表現す る。

時代で意味が変化す る。

■ 日本 語 教 育 の視 点 か ら

 一人称代名詞 「わた し」か ら二人称代名詞 「あなた」 と対応 させて導入するのが一般的

である。他の二人称代名詞 はネイティブの感覚 に近いので、教えるのはずっ と先の ことに

なる。 「お まえ」や 「てめえ」 はできれば教えた くないところだが、求め られた ら、怒って

いる演技 をして、 「なにをす るんだおまえ」のよ うに言 い放つ とよく伝わると思う。
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ら しい ・よ うだ

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

【らしい】

1… といわれるだけの諸条件 を十分に備えている様子だ。

  「学者 らしい学者/外遊中、和服で通 した とはいかにも彼 らしいね/チャンピオンチーム

   らしか らぬ 〔=にふさわ しくない〕試合運び」

IIそう判断出来 るだけの客観性のある根拠 をもとにして推定す ることを表す。

 〔婉曲な断定 にも用いられる〕

  「外は暑い らしいね/雨が降 り始めた らしい/髪の毛は長いが、どうや ら男 らしい/彼の力

   では これ をす るのがやっとらしい」

※運用Hに ついて。(1)自 分の発言 に対する責任 を回避 しようとす る表現に好んで使われる。

       例 えば、当人か ら直接その ことを聞いた り、その事実を見届けた りしてい

       なが ら、他の人に 「…さんは会社 をやめる らしいね。/『…さんはどこ』『も

       う帰った らしいよ』」な どと言う。(2)場 面や文脈な どか ら 「… らしい」の

       「…」が明確な場合 には、「らしい」だけが用い られることもある。例、「『彼

       も合格 したそうだ。』『らしいね』」

【よ うだ】

① ある事柄が、それに似ている何か を思わせ るという判断を表す。

  「専門家が作 ったよ うだ/まるで本物のよ うだろう/飛ぶように売れた/猫の目のように変

  わる/まるで他人事のように/恥ずかしいような気持/バールのよ うな物で こじあけた跡

  が有 った」

②条件 にかな うものを具体的に例示す ることを表す。

  「スキーのような冬 のスポーツ/この辺のように便利な所がいい」

③ 明確な根拠は無いが、そう判断 しうる ことを表す。

  「あまりよくないようだ/問題がやさしす ぎたようで、みんな点がいい/気の遠 くな るよ

   うな/酷なよ うだが 〔=酷か もしれないが〕」

④すで に述べた(これか ら述べ る)内容 を指示することを表す。

  「要約すれば以上のようである/ご承知のように」

⑤願望 ・依頼 ・注意などの内容を表す。

  「一 日も早 く全快なさいますように/すぐ来てくれ るよう(に)頼みなさい/遅れな いよ う

   に早めに家を出る/風邪 をひかないよ うに注意 しよ う」

〔②は、「ようだ」の形は使わない。 また⑤ は 「ように」の形 しか使わない〕
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■用例分析

:'

① 道 路 を歩 いて いた ら、な んか 人が ざわ ざわ して いる。 人 に聞いて み る。 「どう した の です

か?」 ふ む。 「事故 が あった"ら しい"」

② 道 路 を歩 いて いた ら、な ん か人 が ざわ ざわ して い る。 覗 いて み る。ぺ ち ゃ ん こにな った

車 が!「 事故 が 起 こった"よ うだ"」

囮'

①私 どうや ら単位を落 とした"ら しい"

②私 どうや ら単位 を落 とした"よ うだ"

 これ ら二つの例文を見てみて、① の 「らしい」は 自分では確認 していな く、人か ら聞い

た伝聞の状態であることがわかる。 自分 では事実 を確 認できて いな い。それに対 して② の

「ようだ」は自分で確認を して確信 して いる状態である。例1で はつぶれた車 を見て いる

し、例2で は成績表 を見の発言であることがわか る。

 ここか ら更に考えてみると、

國
①東京駅に着 いた とき、看板がある 「東京 に着 いた らしい」

②東京駅 に着 いたとき、看板がない 「東京 に着いたよ うだ」

この場合は少 し難 しく、看板とい う証拠 を自分で見て いるか ら看板がある場合は 「よ うだ」

を用 いるのではないか と思 って しまう。 しか し、① は、 自分では今 どこにいるかを把握 し

て いな く、外部の情報(看 板)か ら東京 に着いた とい うことを知るため 「らしい」 を用 い

る。② の方は、看板で確認は出来ていな いが、 自分 の中では自分の感覚、例 えば、電車 に

乗 っている時間か ら今は東京かな、 とか、外 の景色か ら東京である、な どを頼 りに推測 し

ている。そのため 「よ うだ」を用 いる。

■考察

題点①直接情報か間接情報か1

次 のよ うなグラフがわか りやすいだろう。

「らしい」

    情報     情報

 話者f-ー ー情報者←-ー-A君

 ↓

 「A君 は寝ている らしい」

「ようだ」

     情報

  話者寺-ー ーA君

  ↓

  「A君 は寝ているようだ」

1:



 つま り 「らしい」がAく んの客観情報 を情報者か ら間接的 に得る ことで 自分の中で予測

し、それをことばとして出 しているといえる。「ようだ」は自分で直接得た情報を元 に意見

を述べていることばである。 ここで重要にな るキーワー ドは、 「確信の度合い」である。

 「らしい」は外部の客観情報か らの推量であるため、 自分の確信の度合いは客観情報 の

信頼性 ・確実性に依存す る。それ に対 して 「ようだ」は 自分が直接見た情報 なので言葉 に

含 まれる確信は強いといえる。 しか しなが ら断定 しすぎると相手 に失礼 に当た るため、そ

れを和 らげるために 「ようだ」 を使っている。

 また、家の中か ら窓を通 して人が ドアに近づ くのを 「見て」、 「誰か来た らしい/よ うだ」

のように言 うのは、かな りの確信率があ りなが ら言って いるので、「断定を避ける」だ けの

ため に 「らしい/よ うだ」が使われている。

C点 ②名詞接続時の意味の差1

らしい

のよ うだ

一致

○彼女 は女 らしい

×彼女 は女のよ うだ

不一致

×彼 は女 らしい

○彼は女 のようだ

 上の表か ら分かるように、「Xら しい」は本来Xで あるものが、Xを 代表する性質 を見せ

ていることを示す。逆に 「Xのようだ」は本来Xで はな いものがXを 代表す る性質 を持っ

ていることを示す。よって 「春 らしい日」は春であ り、「春 のような 日」は春ではな い。

 「っぽい」(男 っぽい、子供 っぽい)や 「みたい」(外 国人みたい、芸能人みた い)は 「の

ようだ」 と同じ性質 を持つ。 「男っぽい人」は女であ り、 「芸能人みたいな人」は芸能人で

はないという前提が存在する。

 ところが、最近では女性に 「男 らしいね」な どとい うことが許容されるらしい。「男 らし

い」ということはそ ういわれる対象が男であることを前提 に言われ る文であるか ら、それ

をわざと女性に使 うことに面白みを置 く冗談 として発す るのな ら今 までの議論で説明がで

きるのだが、実際には 「男っぽいね」 と同じ意味で使われているということである。

■まとめ

「らしい」 …間接情報か らの推量、確信の度合いはその間接情報 の信頼性 に依存

「よ うだ」 -直接情報を得ての確信のある発言、あくまで断定を和 らげる働きをしている
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■ 日本 語 教 育 の視 点 か ら

 「らしい」 「ようだ」の推量 とい う基本的な意味は、生徒 に推量を言わせるような状況を

設定するとよい。例えば、ある人物の部屋の絵 を見せて、部屋 に置いてあるモ ノか ら、人

物 の趣味や職業などを当てるよ うな質問を学生に投げる。 「Aさんは何が趣味ですか?」 の

ような質問を出す。学生はサ ッカーボールを見て 「Aさんはサ ッカーが好 きです。」 と答え

れ ば、そ こか ら 「本当ですか?」 とびっくりしてみせて、あくまでAさ んはサ ッカーが好

きであることは推量で しかない ことを感 じさせれば、 「Aさんはサ ッカーが好きなようだ。」

という一文は自然 に出て くる。 これで導入は完了である。

 「らしい」 と 「ようだ」の違 いについては、i視点①直接情報か間接情報かiをポイ ン トに

して教 えるとよい。図に して表す ことができるので苦労 しないと思われる。
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とる

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

【取 る】

①何 らかの(必要があって)その物をもとの場所か ら移 して一時自分 の手の中に置 く。

 「手に取って見る/手を取 って教 える/手に手を取って/おかずを小皿 に取る/取るもの も取

 りあえず駆けつけた」

② さ しあたって必要ないものとして、その物をあった場所か ら除く。

 「草を取る/痛みを取る/腐った所 を取 る/命を取る[=殺 す]/かたきを取 る[=a殺 す。B復 讐

 す る]/ネズミを取る/眼鏡を取る[=は ずす】/帽子を取る[=ぬ く〕」

③ 自分にとって必要(有効)な ものを、何 らかの方法で手に入れて自分の物 とする。

 「学位 を取る/ワラビを取る[=採 取す る】/食事を取る/栄養を取 る/嫁を取 る[=迎 える】/師匠を

 取 る[=だ れかを師匠として何かを学ぶ】/光を取る[二導き入れる]/金を取る[=a盗 んだ り奪

 った りする。]b代 金 として徴収する/罰金 を取 る[二徴収する]/休暇 を取 る[=取 得する】/弟子

 (新卒)を 取る[=採 用す る】/新聞を取る[=購 読する】/注文を取 る[=受 ける】/そばを取 る[=注 文

 して、届けさせ る]/天下 を[二支配する】/いい席 を取る[=確 保する]/宿を取る[=宿 泊す る宿屋

 を決める】/車間距離を十分に取る[=保 つ1/間合いを取る[=必 要な間隔を保つ]」

④手(に した道具など)を使 うことによって意図する作業や仕事な どをする。

 「新聞 に筆を取 る[=文 章や絵 を書 く1機会 を得た/事務を取 る/捜査の指揮 を取 る/写真 を取

 る[=写 す1/講義 をノー トに取る[=筆 記するy手 拍子を取る/舵を取る[=操 って、船を進 める】/

 型を取る[=型 に従って、それ と同型の物 を作る]/脈を取る[=aは かる。b診 断す る】/尺を取

 る[=計 測する]/丁合を取る[=丁 合】/出欠を取る[=実 際に調べる】/かるた を取 る[=し て遊ぶ】/

 す もうを取る/床を取 る[=延 べる】/機嫌 を取る」

⑤ 自分な りに考えて対象 の中か らそれを選ぶ。

 「名 を捨てて実を取る/多数決を取る/そのや り方はあえて僕の取 らない【=選ぶ ことをいさ

 ぎよしとしない]所だ/先方 の申し出をいい意味に取 る[=解 釈す る】/取るに足 らぬ[=問 題に

 す るだけの価値が無い】/身近なことを例 に取る[二上げる]」

⑥何か をするのにそれだけの時間や空間を必要とす る。

 「大きすぎて場所 を取 るので困る/むだな時間を取る/手間を取る」

⑦望 んだわけではないのに、そ ういう事態 を身に被る結果となる。

 「不覚 を取る/汚名 を取る/ひけを取る/年を取る/責任を取る/仲介の労を取る」

※表記 一般 に、採用(採取)す る意では 「採る」、捕獲する意では 「捕 る ・獲 る」、「事 務を

 とる」は 「執る」、ぬ ぐ意では 「脱 る」、摂取する意では 「摂る」、ぬすむ意では 「盗る」、

 「写真をとる」は 「撮 る」 と書 く。 「舵をとる」は 「操 る」 とも書 く。
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※意 味 と使 い方(教 育社 学習漢 字 のつ か いかた 辞典 よ り)

 「取得 ・採 取 ・取材 ・取 捨」 な どの よ うに、 とる、手 に入れ る、 え らび と る、 と いった

意 味 で用 いるのが 基本 で あ る。

 「と-る 」 には 、広 く 「取」 を 当て るが、写真 にうつす とい う意 味で 「撮 る」、動物 とか え

もの をつ か まえ る とい う意 味 で 「捕 る」、「筆 を とる ・事務 をと る」の よ うな例で は 「執 る」、

「採 決 ・採 用 ・採集 ・採 血」 な どに言 い か え られ る場 合 は 「採 る」 と い うよ うに使 い分 け

られ る。

リ考 察

 「とる」で使われ る主な漢字は、「取 る ・採る ・捕る ・獲 る ・執る ・摂る ・盗る ・撮る ・

録る」の9つ である。一般的には 「取る」 を使 うが、特に意味を限定 したい時 に他 の漢字

をあてが う。

 以下、個々の漢字につ いて用例 を示しつつ、使 う範囲を絞 ってみる。

 まず、 「採る」 に関 しては、 「きのこを採る」 「貝を採 る」 「血を採 る」のような 「採集 ・

採血」。また 「卒業生を採る」や 「その説 を採る」のような 「採用」。「決を採る」の 「採決」。

上記の学習漢字 のつか いかた辞典 に書かれているような場合 に使われ る。

 次の 「捕る」は 「捕獲」 という言葉か らも分かるように、何かをつかまえた時 に使 われ

る。

 「獲 る」 は 「捕る」 と似 たような意味ではあるが、捕 まえた後 も、 自分の支配下 に置 く

場合 に使われる。 「獲得」の熟語が背景にある。

 「執る」は 「事務 を執 る」 「指揮を執る」 「筆を執る」が例文 として挙げ られる。「執務」

や 「執筆」 といった熟語が浮かぶ。 「執」 自体は 「しっか り握る」や 「しっか り守る」 とい

った意味を持つ。

 「摂る」は 「栄養を摂 る」のように使い、 「摂取」 の意味で使 う。

 「盗る」は 「盗む」 と同義である。「ぬき とる」の語か ら当て られたものと思われ る。

 「撮る」は 「映画を撮 る」や 「ビデオを撮る」が例で、「撮影」の意味で使 う。

 「録る」は 「音楽を録る」、「ビデオを録る」で 「録画」の意味で使 う。 「撮る」 と重なる

部分があるが、「撮 る」 は何かを映す事 に、「録る」は保存す るという行為 に焦点があて ら

れている。

 「とる」の基本は 「取る」であ り、一一般的にほとんどの意味で用 いる ことができる。 こ

の 「取る」の意味を、 こまかい状況 に限定す るために、異なった漢字が当て られている。
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と

る

 図のよ うに、「とる」は 「対象 を自分 の範囲.支 配下に置 く」 という意味が根底 に存在 し

て い る 。

■ 日本 語 教 育 の 視 点 か ら

 「とる」の基本は 「取る」なので、まずは ここか ら教える。それ以外 の 「採 る ・捕る ・

獲る ・執 る ・摂 る ・盗る ・撮 る ・録る」な どは、細か いそれ らの状況 で 「とる」を使用す

るときに、随時教えていくのがよい。「取る」を理解 した、 日本語上級者 にはすべての 「と

る上をまとめて扱 い、区別 させることも必要である。

執筆者

稲井弓子 松本敬子

編集者

四元憲太郎
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ひ く

■辞書記載の意味(三省堂 新明解国語辞典 第六版)

【引 く】

〈一 〉(他動詞五段)

①[そ の物の一端 をつかんで]自分の手元へ近づける。

  「綱を引く/老 人の手を引く」

② 多 くの物の中か ら必要なものを(原形のまま)取り出す。

  「大根 を引 く[=土 の中か ら抜 く]/く じを引く」

③[線 な どを]途中で切 らず(まっす く)長く伸ばす。

  「幕 を引 く/線 を引 く/水 道(ガス ・電気 ・電話)を 引く」

④ 伸 ばして一面 に塗る

  「床 に油を引 く/敷 居に蝋を引く」

⑤ 本体(今 まで存続 した)と同性質のものが あとまで絶 えないで残る(続く)。

  「親の血筋を引く/尾 を引 く/声 を長 く引く」

⑥ 出ていた ものを一定の線まで下 げる。

  「腰を引く/兵 を引く[=軍 勢を後退 させ る]/[野 球で】出かかったバ ッ トを引く」

⑦ それまで続 いていた ことをやめ、関係を断ち切る。

  「自ら身を引く[=引 退する]/仕 事か ら手を引く[=関 係 を断つ]」

⑧ 自分が先に立ち、そのものを持ちあげず に移動させる。

  「荷車 を引 く/す そを引 く/ネ ズ ミが野菜を引く[=そ っと盗む]」

 〈二 〉(自動詞五段)

① 後 ろへ下がる.逃 げる。

 「あ とに引けない立場」

② 何かの無 くなった状態に変わる。

 「潮 が 引く/熱 が 引く[=下 が る1/客 足が 引く[=少 な くな る】/顔 か ら血 の気が 引い

た」

 ※表記 〈一〉① は 【曳 く ・惹 く】、 〈一〉⑥⑦ ・〈二〉は 【退 く】とも書 く。

【挽 く】

の こぎ りで切 って分ける。

 「木 を挽 く/の こを[=の こぎ りで1挽 く」

① ろくろを回 して物 を作 る。

 「ろくろで挽いて椀 を作 る」
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②[人 や馬 ・牛が]車をひっぱる。 引く。

【弾 く】

  [管弦楽器や ピアノなどの]楽器を鳴 らす(鳴 らして演奏す る)

【碾 く】

  [穀物な どを]臼を回 して、粉にする。

  「臼を碾 く/粉 を碾 く/コ ー ヒー豆 を碾 く」

【轢 く】

  人 ・動物などの上を車輪でお しつけて通る。

  「車に轢かれる」

I考 察

  「ひ く」 をイメー ジする と図1の ようになる。

  そ して、焦点を当てる場所 によって意味の使 い分け、漢字の使い分けができる。

                        '丶,

           引 く
                         ;

  挽 く ・       碾 く :

  弾く コ     奪 轢く ;
                  …

      F       S
      i                  l

      i     i

＼くン/羮
                         1
          退 く      、
妹                                                                  ピ

＼ 
、. _.、 ._、_  _.. 。..../     図1「 ひ く 」 の 概 念 図
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 まず 「引く」 についてみてみると、焦点は矢印の根元 となっている。つま り、あるもの

を矢印の先端へ と移動させる行為、概念 と言える。また、 「退 く」については、矢印の根元

にあった ものが矢印の先へ移動 した結果に焦点が当て られている。

 あ との4つ の 「ひ く」 は、矢印 の胴体 の部分 に焦点を当てている。矢印の胴体 の部分=

行為 の過程部分である。刃物など鋭利な ものが矢印の胴体 になっている場合は挽 く。刃物

でない場合 は碾 く。車の場合は轢 く。楽器の場合は弾 く。 このように使い分 ける ことがで

きる。

■ 日本語 教 育 の 視 点 か ら

 一般的にも一番よ く使 うのは 「引く」 であって、意味的にも 「引く」 の① で用 いられる

ものである。 この動作 は授業 中にで も行 えるものであるので、実際に生徒に動作 をや って

もらい、動作と言語との意味、漢字 を結びつけるとよいだろう。そのほかの 「ひ く」 につ

いては 「引く」を覚えた後、それぞれの用法が出てきた ときに個別に勉強 して いくとよい。

執筆者

中田芽衣

編集者

上田智哉
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監修者の一言

 日本語教育研 究会 は今世紀 に入 ってから、本格的に 「意味分析」 をレギュラ

ーの課題 として取 り組んできました。意味や用法が似ているいくつかの語は、

それぞれが異なる守備範囲を持っているか らこそ共存 していると言えます。意

味範囲が少 しずつずれていて、それぞれ に守備範囲を守っています。語の意味

分析にはさまざまなアプローチがありますが、ここでは用法、特に日本語 を学

ぶ外国人にとって有益な用法分析 を旨としています。 日本語を母語 とす る日本

人にとっては意外 に難 しい分析ですが、研究会 メンバーは協力 して懸命に取 り

組みました。 ここに収録 した分析結果は、メンバーのオ リジナルな発想 と分析

をほぼそのまま載せたものです。 もちろん未熟なところも多々ありますが、 こ

の経験 自体、それぞれのメンバー 自身にとって、いずれ何かの役に立つ時が来

るだろうと思います。この研究会は今年度(2009年 度)を もって幕 を閉 じます

が 、 このよ うに一冊の本の形でまとめる ことができ、本当によかったと思いま

す。                    2010年1月 担 当:重 松 淳
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2008年2月 冬合宿 八王子セ ミナーハウスで撮影
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